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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。
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カンボジアで進む日本企業によるアプ
リ教材を使った学校教育。コロナ禍下
ではオンライン授業を配信。

税所篤快（さいしょ・あつよし）
国際教育支援NPO e‐Education創設者。1989年、東京都足立区生まれ。
早稲田大学教育学部卒業、英ロンドン大学教育研究所（IOE）準修士。19
歳でバングラデシュに行き、同国初の映像教育であるe‐Educationプロジェク
トを立ち上げ、最貧の村から国内最高峰ダッカ大学に10年連続で合格者
を送り出す。同モデルは世界銀行のイノベーション・コンペティションで最優
秀賞を受賞。現在、リクルートマーケティングパートナーズに勤務し、スタディ
サプリに参画。最新刊に『未来の学校のつくりかた』（教育開発研究所）。

守
り
に
大
学
に
休
学
届
け
を
出
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
初
と
な
る

映
像
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
「e-Education

」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
教
室
の
立
ち
上
げ
は
挑
戦
の
連
続
だ
っ
た
。
仲
間
が
拳
銃
強
盗
に

襲
わ
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
資
が
強
奪
さ
れ
、
日
本
企
業
を
何
社

も
回
っ
て
資
金
を
調
達
し
た
。
政
治
紛
争
の
影
響
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
、
僕
自
身
、
腸
チ
フ
ス
に
倒
れ
た
り
し
た
。
村

の
高
校
生
た
ち
が
勉
強
へ
の
や
る
気
を
な
く
し
て
不
登
校
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
ダ
ッ
カ
大
学
に
連
れ
て
行
く
な
ど

し
て
、
生
徒
た
ち
を
鼓
舞
し
た
。

　
ユ
ヌ
ス
博
士
の
言
葉
か
ら
1
年
後
。e-Education

の
教
室
を
開

い
た
ハ
ム
チ
ャ
ー
村
か
ら
、
高
校
生
た
ち
が
国
内
最
難
関
の
ダ
ッ
カ

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
有
名
大
学
に
続
々
と
合
格
を
果
た
し
た
。
そ

の
姿
は
「
ハ
ム
チ
ャ
ー
村
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
を

に
ぎ
わ
せ
た
。
約
10
年
が
経
過
す
る
間
、
同
村
は
ほ
ぼ
毎
年
、
ダ
ッ

カ
大
学
の
合
格
者
を
出
し
、村
の
高
校
生
た
ち
の
希
望
に
な
っ
て
い
る
。

　
僕
は
そ
の
後
、
仲
間
と
一
緒
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
以
外
の
14
か

国
で
教
育
事
業
の
立
ち
上
げ
に
挑
戦
し
た
。
し
か
し
、
失
敗
の
数
の

ほ
う
が
多
か
っ
た
。
ひ
と
え
に
僕
の
経
営
能
力
の
欠
如
の
せ
い
だ
。

e-Education

の
代
表
と
し
て
の
ポ
ス
ト
も
「
経
営
が
適
当
す
ぎ
る
」

と
交
代
に
な
り
、
未
承
認
国
家
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
で
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
た
大
学
院
は
、
過
激
派
青
年
の
暗
殺
予
告
に
よ
っ
て
頓
挫
。
鎖
国

状
態
の
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
で
は
、
革
新
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
必
ず
し

も
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
僕
は
失
意
の
も
と
に
帰
国

し
て
、
企
業
人
に
な
り
、
結
婚
し
て
、
父
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二

人
目
の
息
子
が
生
ま
れ
る
今
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
向
け
の
新
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
準
備
し
て
い
る
。
そ
う
、
僕
の
胸
の

中
に
は
ユ
ヌ
ス
博
士
の
あ
の
言
葉
が
ま
だ
燃
え
て
い
る
の
だ
。
僕
は
、

「
前
へ
! 

前
へ
! 

前
へ
!
」
と
焦
が
れ
て
い
る
。

「
も
う
恋
人
と
し
て
み
ら
れ
な
い
の
」

　
僕
が
彼
女
に
フ
ラ
れ
た
の
は
19
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
悲
し
み
に
く

れ
た
僕
は
、「
彼
女
を
見
返
す
た
め
に
、
一
人
前
の
男
に
な
る
」
と

決
意
し
た
。
そ
ん
な
折
に
、
書
店
で
偶
然
手
に
取
っ
た
本
が
『
グ
ラ

ミ
ン
銀
行
を
知
っ
て
い
ま
す
か＊

』
だ
っ
た
。
創
業
者
の
ム
ハ
マ
ド
・

ユ
ヌ
ス
博
士
は
、
2
0
0
6
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
て
い
た
。

「
こ
の
人
の
も
と
で
働
き
た
い
!
」

　
著
者
の
坪
井
ひ
ろ
み
さ
ん
を
訪
ね
、
銀
行
の
現
場
の
話
を
聞
い
て
、

さ
ら
に
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
失
恋
か
ら
3
か
月

後
、
気
づ
け
ば
友
人
た
ち
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
本

部
の
前
に
た
ど
り
着
い
て
い
た
。
そ
の
と
き
で
あ
る
!

　
偶
然
、
ユ

ヌ
ス
博
士
が
本
部
に
歩
い
て
い
く
。
僕
た
ち
は
駆
け
出
し
た
。

「
こ
こ
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
!
」

　
緊
張
と
英
語
力
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
僕
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は

伝
わ
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
何
か
を
感
じ
た
ユ
ヌ
ス

博
士
は
し
っ
か
り
と
握
手
し
て
く
れ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
僕
ら
の
仕
事
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ハ

ム
チ
ャ
ー
村
の
村
人
を
訪
ね
、
彼
ら
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
暑
い
日
差
し
の
も
と
、村
を
リ
キ
シ
ャ

で
訪
ね
た
。
学
校
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
、
教

室
に
す
し
詰
め
状
態
で
学
ん
で
い
た
。
生
徒
の
数
に
対
し
て
、
全
国

で
は
4
万
人
ち
か
く
先
生
が
足
り
な
い
と
い
う
。

　
村
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
迎
え
た
月
の
き
れ
い
な
夜
、
僕
は
ふ
と
大

学
受
験
の
と
き
に
通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、
み
ん
な
が
D
V
D
に
よ

る
映
像
授
業
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
1
年
間
の
予
備

校
生
活
で
、
偏
差
値
28
か
ら
第
一
志
望
の
早
稲
田
大
学
に
合
格
し
た
。

「
あ
の
映
像
授
業
を
こ
の
国
に
持
っ
て
こ
よ
う
!
」

　
そ
の
後
、
僕
は
ユ
ヌ
ス
博
士
に
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
伝
え
た
。

ユ
ヌ
ス
博
士
は
僕
に
こ
う
い
っ
た
。

「D
o it! D

o it! Go A
head!

（
前
へ
!
前
へ
!
前
へ
!
）」

　
僕
は
体
の
芯
か
ら
痺
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
感
じ
た
。
あ
の
ユ
ヌ
ス

博
士
が
、
僕
に
「
前
へ
!
」
と
言
っ
て
い
る
。
僕
は
こ
の
言
葉
を
お

イラスト◦中村知史

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  22

前
へ
！ 

　
前
へ
！ 

　
　
前
へ
！文◦税

所
篤
快

＊掲載されている情報等は取材当時のものです。

02  目次
  プロローグ Vol. 22

  04    特集 企業連携×SDGs 
 2030へ行動で挑む
 教育
  08　絵本教育で意識・行動を変革   インド
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 農業
  12　チョコレートでSDGsに貢献   マダガスカル
  14　ニンニクで深まる農業交流   ベトナム

 エネルギー
  15　小さな発電機が暮らしを変える   ネパール
  16　“見える化”でエネルギー効率を改善   バングラデシュ

 医療
  18　誰もが健康診断を受けられる社会に   バングラデシュ

 防災
  20　浸水被害を食い止め安全な暮らしを   タイ

 22　海外展開をカタチに
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 タイ
26 世界につながる教室⑪
 “書く”ことを通して世界を学ぶ
28 地球ギャラリー Vol.143　南アフリカ共和国
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40 わたしが見つけたSDGs Vol.23

＊
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、貧
し
い
女
性
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る「
貧
者
の
銀
行
」の
活
動
を
描
い
た
作
品
。
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世界と日本の
SDGs達成度

新型コロナウイルスが
SDGｓに与える影響

　新型コロナは人々の健康を脅かすだけでなく、グローバル化
が進んだ世界経済を直撃し、景気の悪化を招いた。学校の休
校が相次ぐなど、教育面へも影響を及ぼしている。
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　長期的な影響として貧困層の増加による格差の再拡大、環
境対策よりも経済対策が優先されること、コロナ禍の政治問題
化による国家間の対立などが懸念される。
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 高所得国（日本含む） 日本  低所得国
（達成スコア）

出典 ： 世界銀行や国連などが公開している統計データ等をもとに、ベルテルスマン財団とSDSNが独自の集計方法で各国・地域の達成度スコアを出して
いる「Sustainable Development Report 2020」（Cambridge University Press刊）から抜粋。小数第二位以下切り捨て。

　ベルテルスマン財団と持続可能な開
発ソリューション・ネットワーク（SDSN）がま
とめているSDGsの進捗レポート（2020
年版）より。貧困解消（ゴール１）やネット
環境の整備（ゴール９）などで低所得国
が大きく取り残されているのがわかる。

19.2

12.2

（特に大きな影響のあるゴール）

行
動
の
10
年
を

〝
自
分
ご
と
〞と
し
て

　
2
0
2
0
年
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（Sustainable D

evelopm
ent 

Goals=

S
D
G
s
）
の
た
め
の
「
行
動

の
10
年
」
が
始
ま
り
ま
す

│

　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事

務
総
長
は
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
こ
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　
S
D
G
s
は
15
年
9
月
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
、

す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
、
豊
か
に
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
の
挑
戦
的
な
目
標
だ
。「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
を
理
念
に
17
の
目
標
を

掲
げ
、
社
会
・
経
済
・
環
境
な
ど
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
政
府
だ
け

で
な
く
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
、

N
G
O
・
N
P
O
の
ほ
か
、
一
般
の

消
費
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解

し
、
S
D
G
s
を
〝
自
分
ご
と
〞
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
S
D
G
s
の
期
限
は
2
0
3
0
年
。

採
択
か
ら
4
年
が
経
っ
た
昨
年
9
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
S
D
G
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
の
死
亡
率
の
低

下
、
電
気
や
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
で

の
進
展
が
報
告
さ
れ
た
一
方
、
飢
餓
・

栄
養
改
善
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
男
女

間
の
不
平
等
是
正
）、
格
差
是
正
、
気

候
変
動
対
策
な
ど
の
分
野
で
の
対
応
の

遅
れ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
そ
の
現
状

を
「
あ
る
べ
き
姿
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、

目
標
を
達
成
す
る
軌
道
に
は
乗
っ
て

い
な
い
」と
し
、20
年
代
を「
行
動
の
10

年
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

S
D
G
s
に
及
ぼ
す
影
響

　
そ
ん
な
年
の
始
ま
り
に
、
世
界
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
直

面
し
た
。
国
連
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

S
D
G
s
に
及
ぼ
す
影
響
を
指
摘
し

て
お
り
、
ゴ
ー
ル
3
の
「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
に
対
す
る
直
接
的

な
脅
威
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
経

済
活
動
全
般
の
停
滞
や
、
失
業
者
が
増

え
た
り
収
入
が
減
っ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
る
貧
困
層
の
増
加
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
機
会
の
喪
失
な
ど
、
次
世
代
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
危
惧
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
世
界
が
感
染
拡
大
前
の
も

と
の
姿
に
戻
る
こ
と
は
な
い
し
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ
る
影
響
を
ま
さ
に

皆
が
知
る
こ
と
に
な
っ
た
今
、
む
し
ろ

戻
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
と
の
共
存
を
前
提
に
、
感
染
拡
大

を
抑
え
つ
つ
経
済
を
持
続
さ
せ
る
社
会

（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
）、
ワ
ク
チ
ン
開
発
な

ど
で
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
し
た
後
の
社
会

（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
）
の
あ
る
べ
き
姿
が

模
索
さ
れ
て
い
る
。

　
S
D
G
s
は
ま
さ
に
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
私
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
新
し
い
世
界
を
創
る
べ
き
か
を
示

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
に
は
、
す
べ
て
の
人
に
質

の
高
い
教
育
を
提
供
で
き
る
可
能
性
が

世界の誰もが幸せに、豊かに暮らせる持続可能な社会をつくる。
それがSDGｓ（エスディージーズ）が目指す究極のゴールだ。

2030年の目標達成期限まであと10年。
JICAは行動を起こす企業に伴走していく。

特集 企業連携×SDGs

2030へ
行動で挑む
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企業連携×SDGs
2030へ行動で挑む

特集

農業

環境・エネルギー

水

水
● 清潔な水をいつでも得られる仕組み
● 上水道の老朽管更新、漏水などの対策
● 川や海など公共水域の水質改善
● 下水道や下水処理施設の整備

水資源ビジネスで生まれるSDGsへの貢献例
　アフリカにおける水くみの重労働の解消を目指し、企業と国際NPO
が共同でフランチャイズ方式の店舗運営を開始。女性を店の経営者に
し、そこでは水や生活用品を販売。店の収益を使い、水を安価にする。

環境
・

エネルギー

SDGsゴール
● 省エネルギー技術の導入
● 小水力発電設備の導入
● 大気モニタリング設備の導入
● 廃棄物の野焼き防止のための再資源化技術

求められる分野・課題解決策

太陽光発電ビジネスで生まれるSDGsへの貢献例
　送電網が整備されていないアフリカで、太陽光発電の設備を個人レベルの
投資で広められる仕組みを構築。デジタル通貨の活用で資金や配当のやり取
りも簡単にした。

農業

SDGsゴール
● 栄養価の高い農作物の栽培方法
● 効率的な灌漑システムの導入
● 作物の有機栽培化やブランド化
● 集荷・輸送など適切な物流の導入

求められる分野・課題解決策

農産物加工ビジネスで生まれるSDGsへの貢献例
　アジアの国のカシューナッツ農家が多い農村で、加工品を製造する会社を設立。農家の収入向上を
実現し、加工開発では女性を積極的に雇用して地域のジェンダー平等にも貢献している。

デジタル通貨の普
及とビジネス拡大

安価な電力
へのアクセス
が可能に

再生可能な
電力インフラ
の整備

CO2排出量の
削減

SDGsゴール 求められる分野・課題解決策

就労機会の
不平等解消

水くみなどの
負担解消

女性の雇用機会
創出によるジェン
ダー平等の実現

女性に職業訓練
の機会を提供

安全な水への
アクセス向上

企業とNPOの
連携によるビ
ジネス開発

女性の雇用機会
創出によるジェン
ダー平等の実現

中間コスト削減
によるマージン
の低減

農作物の収量と
質が向上し、農家
の収入が増加

加工品の高付
加価値化によ
るブランド化

品質のよい加
工品による栄
養改善

©講談社

販売（小売業者など）生産者 物流業者 消費者

販売（小売業者など）生産者 物流業者 消費者

販売（小売業者など）生産者 物流業者 消費者

デジタル技術活
用で少額でも安
全で簡単な資金
の移動を実現

あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
は
、
社
会
と
家
庭
に
お
け
る

役
割
分
担
の
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
。

経
済
活
動
の
停
滞
で
一
時
的
に
C
O

2

排
出
量
が
減
っ
た
が
、
経
済
活
動
を
損

な
わ
ず
に
そ
の
状
況
を
持
続
さ
せ
る
方

法
も
あ
る
は
ず
だ
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
お
い
て
は
、
新
し
く
見
え
て
き

た
多
く
の
可
能
性
を
生
か
し
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
行
動
を
取
る
こ
と
で
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
す
べ
き

だ
ろ
う
。

強
み
を
生
か
し
た
連
携
、

信
頼
で
世
界
を
つ
な
ぐ

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
「
行
動

の
10
年
」
の
実
行
だ
。
S
D
G
s
の

達
成
は
、
今
後
も
発
生
し
う
る
新
た

な
感
染
症
に
対
し
て
も
強
い
社
会
に

な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
達
成
の
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
は

世
界
各
国
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、

ゴ
ー
ル
17
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
よ
う
」
に
取
り
組
む
こ
と

だ
ろ
う
。

　
J
I
C
A
は
「
信
頼
で
世
界
を
つ

な
ぐ
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
途
上
国

の
課
題
解
決
の
た
め
の
国
際
協
力
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
S
D
G
s
に
対

し
て
も
こ
れ
ま
で
の
開
発
協
力
の
経
験

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ゴ
ー
ル
の
達

成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
た
だ
、
そ
の
取
り
組
み
も
J
I
C
A

単
独
で
は
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
人
口
が
増
加
す
る
ア
フ
リ
カ

で
食
料
の
安
定
確
保
と
栄
養
状
態
の
改

善
を
継
続
し
て
図
る
に
は
、
食
品
メ
ー

カ
ー
や
商
社
と
連
携
し
、
持
続
可
能
な

稲
作
や
野
菜
の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

た
り
、
農
作
物
を
使
っ
た
新
た
な
加
工

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
り
す
る
こ
と

が
中
長
期
的
に
効
果
が
あ
る
。

　
日
本
の
企
業
に
は
技
術
や
ア
イ
デ

ア
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
が
あ
る
。
一
方
、

J
I
C
A
は
国
内
に
15
か
所
、
海
外

に
は
途
上
国
を
中
心
に
約
1
0
0
か

所
の
拠
点
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
相
手
国
政
府
と
の
パ
イ
プ
や

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
海
外

か
ら
受
け
入
れ
る
研
修
員
は
年
間
約

1
万
7
0
0
0
人
で
、
J
I
C
A
海

外
協
力
隊
も
年
間
約
1
0
0
0
人
を

派
遣
し
て
い
る
。
企
業
と
J
I
C
A

の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
強
み
を
生
か
し

て
連
携
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
た
途
上
国
の
課
題
解
決

│
す

な
わ
ち
S
D
G
s
の
達
成
に
相
乗
効

果
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
活
動
の
内
容
で

 〝
選
ば
れ
る
〞時
代
に

　
S
D
G
s
達
成
へ
の
企
業
の
取
り

組
み
は
、
投
資
家
や
消
費
者
も
注
目
す

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
企
業
の

活
動
が
環
境
や
社
会
に
配
慮
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
法
令
の
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ

守
や
情
報
開
示

な
ど
適
切
な
企
業
統
治
が
行
わ
れ
て
い

る
か
を
見
て
投
資
を
行
う
E
S
G
投

資
が
世
界
的
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　
企
業
に
と
っ
て
は
S
D
G
s
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
投
資
家
や
消
費
者

か
ら
〝
選
ば
れ
る
〞
こ
と
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
、
社
会
や
経
済
が
成
熟
し
た
日

本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
成
長
が

見
込
ま
れ
る
途
上
国
に
目
を
向
け
、
そ

の
国
の
課
題
解
決
に
直
結
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
企
業
自
体
も

持
続
可
能
な
経
営
を
実
現
し
て
い
く
は

ず
だ
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
20
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に

S
D
G
s
が
盛
り
込
ま
れ
、
子
ど
も

た
ち
を「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
は
文
字
ど
お
り
、

未
来
の
社
会
の
創
り
手
に
な
り
、
消

費
者
に
も
な
る
の
だ
。

　
S
D
G
s
は
、
よ
り
よ
い
未
来
へ

進
む
た
め
の
羅
針
盤
に
た
と
え
ら
れ

る
。
し
っ
か
り
と
行
き
先
を
見
据
え
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け
て
今
か
ら
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
私
た
ち
み
ん
な

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

途上国でのビジネス展開が
SDGs達成への貢献につながる事例が生まれている。
日本で培われた技術やノウハウが持続可能な未来をつくっていく。
具体的なイメージを見ていこう。

企業の活動と
SDGsへの貢献
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J
I
C
A
の
協
力
を
得
て
「
環
境
・

衛
生
教
育
を
目
的
と
し
た
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
販
売
事
業
準
備
調
査
（
B
O
P

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進＊

1

）」
に
取
り
組
ん

だ
。「
巨
大
な
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド

は
魅
力
的
な
市
場
で
あ
り
、
子
ど
も
の

教
育
に
熱
心
な
国
民
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
社
の
絵
本
が
環
境
・
衛
生
の
啓

発
に
役
立
つ
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
」

と
、
こ
の
事
業
を
担
当
す
る
同
社
の
古

賀
義
章
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　
環
境
・
衛
生
教
育
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
本
の
『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
』

と
『
う
ん
ち
で
る
か
な
?
』
な
ど
を

現
地
語
で
あ
る
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
に
翻
訳

し
、
読
み
聞
か
せ
に
適
し
た
大
型
絵
本

を
制
作
。
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
中
心

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
た
。

特
に
『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
』
へ

の
反
応
が
よ
く
、子
ど
も
た
ち
は「
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ
」
と
楽
し
そ
う
に
声
に
出
し

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
読
み
聞
か
せ

後
に
ポ
ス
タ
ー
作
り
な
ど
を
行
い
、
本

の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
〝
も
っ
た
い

な
い
〞
に
通
ず
る
4
R＊

2

を
啓
発
す
る

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
時
に

読
み
聞
か
せ
後
の
子
ど
も
た
ち
の
意
識

や
行
動
の
変
化
、
絵
本
の
適
正
価
格
に

つ
い
て
の
調
査
も
J
I
C
A
と
連
携

し
て
実
施
し
た
。「
自
宅
で
両
親
や
兄

弟
に
〝
も
っ
た
い
な
い
〞
に
つ
い
て
伝

え
、
自
身
で
も
水
や
食
べ
物
を
無
駄
に

し
な
い
、
ご
み
を
散
ら
か
さ
な
い
な
ど

子
ど
も
た
ち
が
変
わ
り
始
め
て
い
ま

す
」
と
、
古
賀
さ
ん
は
調
査
結
果
を
ふ

ま
え
て
読
み
聞
か
せ
の
効
果
を
説
明
す

る
。
さ
ら
に
、『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ

さ
ん
』
の
著
者
で
あ
る
真
珠
ま
り
こ
さ

ん
が
イ
ン
ド
を
訪
問
し
、
不
法
投
棄
な

ど
が
原
因
で
汚
染
が
進
む
ガ
ン
ジ
ス
川

の
現
状
を
ヒ
ン
ト
に
『
も
っ
た
い
な
い

ば
あ
さ
ん 

か
わ
を
ゆ
く
』
を
出
版
し

た
（
本
誌
6
月
号
参
照
）。
今
後
、
現

地
語
に
翻
訳
し
て
出
版
す
る
計
画
が
あ

日
本
の
絵
本
が

子
ど
も
の
心
を
つ
か
む

　
イ
ン
ド
で
は
人
口
増
加
と
経
済
発
展

に
伴
い
、
不
法
投
棄
や
分
別
収
集
な
ど

の
ご
み
問
題
、
ト
イ
レ
不
足
に
よ
る
屋

外
排
泄
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
政
府
が
2
0
1
4
年
か
ら
環

境
・
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
な
か
、

日
本
の
大
手
総
合
出
版
社
の
講
談
社
は

現地企業の協賛を受けて、
2018年から読み聞かせ活動が本格始動した。
移動図書館に改造したトラックで各地をまわる。

ヒンディー語と英語が併記された『もったい
ないばあさん』。今後はインドの別の地域
言語に翻訳されて出版される。Ⓒ 講談社

右 ： 『もったいないばあさん』の著者である
真珠まりこさんがインドを視察し、ガンジス
川の現状をヒントに新たに誕生した絵本。
©真珠まりこ／講談社
左 ： 事前の独自調査として、ヒンディー語
に翻訳した講談社のコミックの読み聞かせ
をインドの女性たちに向けて行った。

インドのギャラ
リーで開催された
「もったいないポ
スター展」で入賞
した子どもたち。

学校での読み聞かせ調査実施後、生徒が
絵本を読んでから感じたことを絵に描いた。

話を聞いて環境を考えよう！

JICA担当者
上野純子（うえの・じゅんこ）さん

JICA担当者
斉藤晴美（さいとう・はるみ）さん

コミックの力を借りた学習経験をお持ち
の方は多いかと思います。複合的な要素
が絡み合うジェンダー問題を、親しみやす
いコミックを通じて一人ひとりが身近な問
題としてとらえることで、社会的な行動変
容につながることを期待しています。

日本でもレジ袋有料化に伴い
プラスチックごみの問題が注目
されています。環境問題は地
球規模で取り組むテーマです。
絵本を読んであらためて“もっ
たいない”について考え、無駄
なことをしないだけでなく自然の
恵みや命についても考えるきっ
かけにしたいものです。

© Ko Sasaki

講談社ライツ・メディアビジネス局
海外事業戦略部
古賀義章（こが・よしあき）さん
「親しみやすい絵や物語の伝え方
に定評がある日本の絵本やコミッ
ク、そしてアニメを、インドをはじめ世
界中に広げていきたいです」

自然が
豊かな環境に
できたら！

ニューデリーの地下鉄で車両を借り切って行われた読み聞かせ
イベント。多くのメディアに大々的に報道された。

車内の読み聞かせ
イベントは大盛況！

＊2 Reduce（リデュース／減らす）、Reuse（リユース／再使用）、Recycle（リサイクル／再生
利用 ）の3RにRespect（リスペクト／尊敬）を加え、“もったいない”の概念を表したもの。

る
と
い
う
。

絵
本
の
事
業
本
格
化
か
ら

コ
ミ
ッ
ク
事
業
へ

　
調
査
と
並
行
し
て
、
17
年
末
に
イ
ン

ド
政
府
系
出
版
社
と
『
も
っ
た
い
な
い

ば
あ
さ
ん
』
の
シ
リ
ー
ズ
3
作
品
の
出

版
契
約
を
結
び
、18
年
に
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
と
英
語
の
併
記
版
を
出
版
し
て
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
イ
ン
ド
の
12
の
地

方
言
語
版
を
段
階
的
に
発
行
す
る
な
ど
、

多
様
な
方
法
で
展
開
し
て
い
く
。

　
ま
た
絵
本
の
事
業
に
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
講
談
社
で
は
、
今
後
新
た
な

取
り
組
み
に
も
着
手
す
る
。「
子
ど
も

た
ち
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
際
に

母
親
や
先
生
た
ち
と
話
し
、
イ
ン
ド
の

女
性
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
知
り
ま

し
た
。
次
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
な

が
る
事
業
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」

と
古
賀
さ
ん
は
話
す
。
イ
ン
ド
の
女
性

は
外
出
し
に
く
い
立
場
に
あ
る
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
約
6
億
台
普
及
し
て

情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

電
子
版
コ
ミ
ッ
ク
（
漫
画
）
の
販
売
を

想
定
し
た
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
推
進
す
る
コ
ミ
ッ
ク
普
及
・
実
証
・

ビ
ジ
ネ
ス
化
事
業
」
も
J
I
C
A
民

間
連
携
事
業＊

3

を
活
用
し
て
開
始
す
る
。

イ
ン
ド
で
は
女
性
を
主
人
公
に
し
た
コ

ミ
ッ
ク
も
少
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
大

人
の
女
性
を
対
象
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
の
日
本
の
コ
ミ
ッ
ク
が
、
こ
れ

か
ら
の
イ
ン
ド
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
き
そ
う
だ
。

＊3 「中小企業・SDGsビジネス支援事業」。詳細はp.22へ。

コミックの力で！

絵本を通じて！

＊1 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の普及・実証・ビジネス化事業（SDGsビジネス支援型）。詳細はp.22へ。

教育

絵本教育で
意識・行動を変革

案件名 環境・衛生教育を目的とした絵本の読み聞かせ販売事業準備調査（BOPビジネス連携促進）
2016年8月〜2019年7月
女性のエンパワーメントを推進するコミック普及・実証・ビジネス化事業 2020年度開始予定

ごみの不法投棄や屋外排泄などの環境・衛生問題を抱えているインドで、
日本の絵本やコミックを通じて子どもたちの意識や行動を変えていく。

文●久保田 真理

貢献する
SDGs

India

インド

　2014年にモディ新政権が成立して経
済重視の姿勢をとり、高いGDP成長率を
維持してきたが、直近の19年には減速
傾向にある。年収約36万円以下で生活
する人が人口の約8割を占めている。

国名  ：インド
通貨 ： ルピー
人口 ：約13億5,300万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：ヒンディー語

首都：
ニューデリー

企業連携×SDGs
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分
な
教
育
環
境
な
ど
の
課
題
が
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
拠
点
に
新
た
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、

「
思
考
力
の
向
上
」
に
重
点
を
お
い
て

開
発
し
た
ア
プ
リ
教
材
「
シ
ン
ク
シ
ン

ク
（T

hink
!T

hink!

）」
だ
。「
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
教
育
現
場
に
こ
の
ア
プ
リ
教

材
を
広
め
て
教
育
の
質
の
向
上
に
貢
献

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
、
同
社
の
グ
ロ
ー

バ
ル
事
業
開
発
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
金キ

ム 

成ソ
ン

東ド
ン

さ
ん
は
語
る
。

　
今
回
の
事
業
を
始
め
る
前
に
行
っ
た

案
件
化
調
査＊

2

で
は
、
慶
應
義
塾
大
学

教
授
・
中
室
牧
子
さ
ん
の
協
力
の
も

と
に
、
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
約

8
0
0
名
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
渡
し
て

シ
ン
ク
シ
ン
ク
を
使
っ
て
も
ら
う
3
か

月
の
効
果
測
定
を
行
っ
た
。
す
る
と
、

シ
ン
ク
シ
ン
ク
を
使
っ
た
児
童
は
そ
う

で
な
い
児
童
と
比
べ
て
、
算
数
の
学
力

テ
ス
ト
と
I
Q
テ
ス
ト
の
結
果
が
偏

差
値
換
算
で
約
6
ポ
イ
ン
ト
高
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
特
徴
と
し
て
性
別
、

学
年
、
保
護
者
の
学
歴
に
は
関
係
な
く

効
果
が
表
れ
て
い
た
と
い
う
。「
子
ど

も
の
習
熟
度
や
学
習
効
果
は
、
保
護
者

の
学
歴
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
シ
ン
ク
シ
ン
ク
の
場
合
は
差

みんな夢中！

JICA担当者
中上亜紀（なかがみ・あき）さん

シンクシンクはゲーム感覚で誰でも
取り組めるアプリでありながら、偏
差値の上昇などの効果が表れてい
る教材です。多くの子どもたちに楽
しみながら質の高い教育を提供で
きると期待しています。

異
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
同
社

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
法
人
代
表
を
務
め
る
渡

邉
大
貴
さ
ん
は
話
す
。
シ
ン
ク
シ
ン
ク

は
、
画
面
を
見
た
だ
け
で
直
感
的
に
問

題
の
ル
ー
ル
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
見

た
目
を
工
夫
し
た
り
、
楽
し
く
取
り
組

め
る
よ
う
に
効
果
音
や
動
き
を
入
れ
る

な
ど
デ
ザ
イ
ン
性
も
重
視
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
配
慮
も
こ
の
結
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

柔
軟
な
対
応
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
配
信

　
2
0
2
0
年
の
2
月
か
ら
本
格
的

に
事
業
を
始
動
し
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

内
の
学
校
も
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

授
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
渡
邉
さ
ん
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
企
業
と
し
て
す
ぐ
に
利
益
と
な

ら
な
く
て
も
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
、
対
面
で
な
く
利
用
で
き
る
ア
プ

リ
を
使
う
こ
と
を
考
え
た
。
そ
し
て
教

育
省
と
の
話
し
合
い
を
経
て
、
通
常
は

学
校
や
塾
に
有
償
で
提
供
し
て
い
る

「
ス
ク
ー
ル
版
シ
ン
ク
シ
ン
ク
」
を
4

月
か
ら
の
約
3
か
月
間
、
無
料
開
放
し

た
の
だ
。
同
時
に
現
地
に
い
る
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ボ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
シ
ン
ク
シ
ン
ク
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ワンダーラボ カンボジア法人代表
渡邉大貴（わたなべ・だいき）さん
　長年にわたりカンボジアの教育再生に携わってい
る。「実際に学校に行ってみると、子どもたちが本当
に楽しそうにシンクシンクをやっているんです。その笑
顔が何よりうれしかったです」。

上 ： オンライン授業の実施を正式合意した際の渡邉さん（左）とカンボジア教育省の大臣。
下 ： オンライン授業を行った先生は一躍人気者に。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
る
ア
プ
リ
教
材

「
世
界
中
の
子
ど
も
が
本
来
持
っ
て
い

る
知
的
な
わ
く
わ
く
を
引
き
出
す
」

│
こ
の
言
葉
を
掲
げ
て
、
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
に
向
け
て
I
T
技
術
を

用
い
た
教
材
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・

運
営
を
行
う
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ボ
（
旧
・
花

ま
る
ラ
ボ
）
は
、
J
I
C
A
民
間
連

携
事
業＊

1

を
活
用
し
学
校
教
育
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
習
熟
度
の
低
さ
や
不
十

ン
授
業
を
、
教
育
省
が
運
営
す
る
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
さ
ら
に
国
営
放
送
で
配

信
。
視
聴
者
数
は
毎
回
2
万
人
ほ
ど
あ

り
、
結
果
的
に
多
く
の
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
こ
れ
は
私

た
ち
の
力
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
、
教
育
省
、

J
I
C
A
を
は
じ
め
関
係
者
の
み
な

さ
ん
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
柔
軟
に
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
」
と

金
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　
今
後
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ボ
は
教
育
省
と
も

連
携
し
て
、
公
立
学
校
へ
の
シ
ン
ク
シ

ン
ク
の
導
入
に
向
け
た
活
動
を
行
い
、

私
立
学
校
や
一
般
家
庭
に
も
広
げ
て
い

く
予
定
だ
。「
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
渡
邉
さ
ん
は
未

来
に
向
け
て
語
っ
て
く
れ
た
。

オンライン授業にも挑戦

よくできました！

学校に行く楽しみが
増えました！

効果測定を行った小学校
の児童たち。配られたタブ
レットを手にしている。

集中してシンクシンクに取り組む子どもたち。

＊1 「中小企業・SDGsビジネス支援事業」。詳細はp.22へ。
＊2 JICA民間連携事業の「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の案件化調査（中小企業支援型）を活用。詳細はp.22へ。

わくわくするよ

  Think!Think! とは？

試行錯誤

ワニに見つからないようにゴール
を目指す問題。あたりをつけて進
む力などが育つ。

点の中から正方形になる頂点を
探す問題。目に見えない補助線を
イメージする力が育つ。

平面認識

立体の背後にできる影の形を考
える問題。空間認識力のひとつ
「投影」の力が育つ。

空間認識

　図形やパズル、迷路などの問題を解きながら思考力を育てるアプリ教材。「空間認識」
「平面認識」「試行錯誤」「論理」「数的処理」の5分野で展開している。現在世界150か
国に100万人以上のユーザーを持つ。

問題例

貢献する
SDGs

教育

カンボジアでは、学校教育のさらなる質の向上が求められている。
学習の基礎となる思考力を育てるアプリ教材を用いて、

公平で質の高い学びの機会を広げる取り組みが始まった。

子どもたちに
質の高い学びの機会を

案件名 アプリ教材「Think!Think!」の活用による初等教育の
STEM学力向上に関わる普及・実証・ビジネス化事業
2020年2月〜2022年6月

文●坪根育美

Kingdom of Cambodia

カンボジア

　ポルポト政権時代に多くの学校が破
壊または閉鎖され、教員をはじめとする
知識人の命が奪われた過去を持つ。現
在、教育環境は改善傾向にあるが十分
とはいえず、多様な教育支援が必要とさ
れている。

国名  ：カンボジア王国
通貨 ： リエル
人口 ：1,630万人

（2018年、IMF推定値）
公用語 ：カンボジア語

首都：
プノンペン

企業連携×SDGs
2030へ行動で挑む
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JICA担当者
小澤 真梨奈（おざわ・まりな）さん

カ
カ
オ
農
家
の

顔
が
見
え
る
カ
カ
オ
豆

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と
し
て
欠
か

せ
な
い
カ
カ
オ
豆
（
カ
カ
オ
か
ら
取
り

出
し
た
種
子
）。
2
0
1
9
年
の
日
本

の
輸
入
量
は
約
5
万
3
0
0
0
ト
ン＊

1

だ
が
、
世
界
全
体
で
見
れ
ば
け
っ
し
て

多
く
は
な
い
と
、
明
治
で
カ
カ
オ
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き

た
宇
都
宮
洋
之
さ
ん
は
説
明
す
る
。「
日

本
が
輸
入
し
て
い
る
カ
カ
オ
豆
は
全
体

の
1
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
」。
し
か

も
世
界
の
カ
カ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
は
海
外
の

大
手
企
業
の
寡
占
が
進
ん
で
い
て
、
こ

の
ま
ま
で
は
購
入
量
が
多
く
な
い
日
本

に
は
質
の
良
い
カ
カ
オ
豆
が
入
っ
て
こ

な
く
な
る

│
そ
う
し
た
危
機
感
か

ら
始
ま
っ
た
の
が
「
メ
イ
ジ
・
カ
カ
オ
・

サ
ポ
ー
ト
（
M
C
S
）」
だ
。

　
M
C
S
は
、
海
外
の
産
地
で
栽
培

か
ら
発
酵
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
品
質
を

決
め
る
大
切
な
工
程
。
こ
れ
を
経
て
、

カ
カ
オ
の
実
か
ら
カ
カ
オ
豆
が
取
り
出

さ
れ
る
）、
輸
送
の
す
べ
て
に
明
治
が

関
わ
り
、
安
定
的
に
質
の
よ
い
カ
カ
オ

豆
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
最
初
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

40
年
以
上
前
か
ら
の
輸
入
先
で
あ
る
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
や
エ
ク
ア
ド
ル
な
ど
中
南
米

の
国
々
だ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
カ
オ
農

家
と
の
関
係
が
す
ぐ
に
構
築
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。「
農
家
の
人
た
ち

の
反
応
は
、
け
っ
こ
う
冷
た
か
っ
た
で

す
ね
。
商
社
か
ら
カ
カ
オ
豆
を
輸
入
し

て
い
た
だ
け
の
と
き
に
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
農
園
を
訪

れ
て
み
る
と
労
働
環
境
は
よ
く
な
く
、

道
具
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
こ
で
作
業
用
の
衣
服
や
発
酵
用
の

箱
な
ど
を
提
供
し
て
、
カ
カ
オ
生
産
の

サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
生
活
向
上
に
も

協
力
。〝
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
〞
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
少
し
ず
つ
信
頼
関
係
を
築
き
、

質
の
高
い
カ
カ
オ
豆
の
取
引
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
M
C
S
の
カ
カ
オ
豆
を
使
っ
て

2
0
1
6
年
に
発
売
さ
れ
た
「
明
治

ザ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
は
、〝
カ
カ
オ
〞

に
こ
だ
わ
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
し
て

人
気
を
博
し
た
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

カ
カ
オ
豆
を
日
本
へ

　
M
C
S
の
取
り
組
み
は
少
し
ず
つ

広
が
り
、
17
年
に
は
サ
ポ
ー
ト
国
は
8

か
国
に
。
そ
し
て
明
治
が
9
か
国
目
に

選
ん
だ
の
が
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
だ
っ
た
。

「
同
国
は
上
質
な
カ
カ
オ
の
産
地
で
す
。

M
C
S
を
行
う
可
能
性
を
探
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
」。
し
か
し
日
本

か
ら
遠
く
、
現
地
把
握
も
で
き
て
い
な

い
カ
カ
オ
産
地
に
関
し
て
、
会
社
と
し

て
は
状
況
確
認
を
先
に
行
う
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
活
用
し
た
の
が

J
I
C
A
民
間
連
携
事
業＊

2

だ
っ
た
。「
費

用
や
現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
現
地
農
園
と

の
つ
な
が
り
な
ど
、
J
I
C
A
の
支
援

が
あ
れ
ば
M
C
S
を
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

で
実
施
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
宇

都
宮
さ
ん
は
言
う
。

　
採
択
さ
れ
た
事
業
が
19
年
7
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
カ
カ
オ

農
家
の
生
産
環
境
や
品
質
な
ど
現
状
の

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
良
質
の
カ

カ
オ
豆
も
あ
る
が
、
生
産
者
や
季
節
に

よ
っ
て
品
質
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、

生
産
量
も
不
安
定
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

品
質
を
向
上
・
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、

明
治
の
発
酵
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
・
習
得

し
て
も
ら
う
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

と
考
え
た
。

　
さ
ら
に
貧
し
い
農
家
が
多
く
、
生
活

の
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。「
仕
事
に
集
中
し
、
良
質
の
カ
カ

オ
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
栽
培

技
術
の
向
上
と
発
酵
技
術
の
指
導
、
資

材
の
補
助
な
ど
と
同
時
に
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

Rep
ublic of Madagascar

マダガスカル

　観光や水産、天然資源に恵まれてい
るが、経済危機、政治不安などの影響で
経済的には世界最低水準にとどまってい
る。2014年の新政権発足後、日本は経済
協力を再開し、基礎生活の向上、農業・農
村開発、経済インフラ整備・開発を柱に協
力を展開している。

国名  ：マダガスカル共和国
通貨 ： アリアリ
人口 ：2,697万人

（2019年、世界銀行）
公用語 ：マダガスカル語、フランス語

首都:アンタナナリボ

明治
研究本部 商品開発研究所 カカオ開発研究部
宇都宮 洋之（うつのみや・ひろゆき）さん
　チョコレートメーカーとして、持続可能なカカオ農
業のためにできるところから取り組む。「カカオ農家
への感謝を忘れず、メーカーとして彼らのこともしっ
かりと発信していきます」。

マダガスカルではカカオ加
工技術の向上、日本では
マダガスカル産のおいしい
チョコレートの販売と、両
国にとってメリットのある事
業です。

カカオ豆を発酵・乾燥させる加工場にて。

マダガスカルのカカオ農園で生産者たちと。左端は、明治でカカオ豆の研究開発を担当する宮部昌子さん。

MCSの成果である「meiji THE
チョコレート」。原料はブラジ
ル、ベネズエラ、ドミニカ共和
国産のカカオ豆で、明治の
BEAN TO BAR（カカオ豆から
板チョコレートまでを一貫し
て手がけるスタイル）チョコ
レートだ。

MCSのカカオのなかで
も、産地が指定され
ている「meiji THEチョ
コレート」の特別品。
マダガスカルのカカ
オ豆のデビューを目指
して取り組んでいる。

カカオ豆の品質を写真を使って説明。乾燥させたカカオ豆を収集。

良質なカカオ豆の
生産に

一緒に取り組みます

現地のカカオ農家と

産地の個性が
楽しめる！

ま
す
」。
こ
れ
ま
で
の
M
C
S
の
経
験

を
生
か
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

つ
つ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
も
質
の
よ
い

カ
カ
オ
豆
を
生
産
し
た
い
と
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
。

 

「
協
力
農
家
で
明
治
向
け
の
カ
カ
オ
生

産
を
軌
道
に
乗
せ
、
ほ
か
の
農
家
へ
も

広
げ
て
い
き
、
品
質
も
数
量
も
安
定
し

た
カ
カ
オ
豆
が
輸
入
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
ね
。
私
た
ち
が
継
続
的
に
適

正
な
価
格
で
品
質
の
よ
い
カ
カ
オ
豆
を

買
う
こ
と
が
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
カ
カ

オ
農
家
の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま

す
し
、
日
本
の
消
費
者
は
お
い
し
い

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
22
年
に
は
、
明
治
の
発
酵
技
術

で
生
産
さ
れ
た
納
得
で
き
る
高
品
質
の

カ
カ
オ
豆
を
輸
入
す
る
予
定
で
す
」

＊1 出典 ： 日本貿易統計＊2 「中小企業・SDGsビジネス支援事業」。詳細はp.22へ。

貢献する
SDGs

日本を代表するチョコレートメーカーである明治は、
2006年から中南米を中心に6か国でカカオ農家を支援し、

生産者の顔が見える取引を行ってきた。
その動きがさらに広がっている。

チョコレートで
SDGsに貢献

案件名 高品質カカオのバリューチェーン構築のための
普及・実証・ビジネス化事業
2019年7月〜2022年6月
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明
か
り
が
灯
る
喜
び
を
実
感

　
茨
城
製
作
所
社
長
の
菊
池
伯の
り
お夫
さ
ん

は
、
物
理
学
者
と
し
て
研
究
所
で
働
い

て
い
た
イ
ン
ド
で
経
験
し
た
頻
発
す
る

停
電
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
電
気
の

あ
り
が
た
さ
と
必
要
性
を
実
感
し
て
い

た
。「
自
社
の
技
術
を
生
か
し
、
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
に
電
気
を
届
け
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
小
型
の
水
力
発

電
機
の
開
発
を
進
め
た
。
4
か
月
に
わ

た
り
ア
ジ
ア
の
電
気
事
情
を
調
査
し
、

ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
域
に
届
け
よ
う
と

考
え
た
。
同
社
の
渡
辺
あ
し
な
さ
ん
は
、

「
無
電
化
の
小
さ
な
集
落
が
点
在
し
て

い
る
同
地
域
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
ど
け

水
が
豊
富
。
水
力
発
電
が
力
を
発
揮
し

ま
す
」
と
事
業
の
有
効
性
を
説
明
す
る
。

　
事
業
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
海
外
展

開
の
経
験
が
な
か
っ
た
茨
城
製
作
所
は
、

J
I
C
A
民
間
連
携
事
業
に
応
募
。

採
択
さ
れ
た
案
件
化
調
査＊

1

や
普
及
・
実

証
事
業＊

2

を
通
じ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
農
村
に

軽
水
力
発
電
機
を
設
置
し
、
電
気
は
学

校
や
集
会
所
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。「
冬

は
氷
点
下
に
な
る
寒
さ
の
中
、
学
校
は

木
の
窓
し
か
な
く
、
閉
め
る
と
昼
間
で

も
教
室
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

教
室
の
電
球
に
明
か
り
が
灯
っ
た
と
き

に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
渡
辺
さ
ん
。

　
電
気
が
使
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
学
校
で
充
電
し
た
ラ
ン
タ
ン
を
持

ち
帰
っ
て
家
庭
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
安
全
な
水
を
提
供
す
る
浄
水
器

Fe
de

ra
l D

em
ocratic Republic of N

epal

ネパール
国名  ：ネパール連邦民主共和国

首都:カトマンズ

も
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
夜
間
学
校

を
開
校
し
女
性
の
識
字
率
を
上
げ
る
と

い
っ
た
広
が
り
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

「
日
本
か
ら
軽
水
力
発
電
機
を
輸
入
す

る
と
価
格
が
高
く
な
る
の
で
、
現
地
に

適
し
た
モ
デ
ル
を
現
地
で
生
産
し
、
価

格
を
下
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」

と
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
語
る
渡
辺
さ
ん
。
村
全
体
で
利

用
で
き
る
電
力
量
に
合
わ
せ
た
発
電
機

の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
や
設
置
も
考
え
て

い
る
。「
電
気
が
使
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
明
か
り
が
灯
る
以
上
に
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
す
。
電
気
を
何
に
使
っ
て

い
き
た
い
か
、
ど
ん
な
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ら
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
か
を
ネ

パ
ー
ル
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
他
の

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
も
小
型

発
電
機
を
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
渡
辺
さ
ん
は
力
強
く
語
る
。

茨城製作所
渡辺あしな
（わたなべ・あしな）さん
　茨城製作所で海外事業
を担当。「明かりが灯った
ときの子どもたちの笑顔が
忘れられません」。

JICA担当者
赤堀友希（あかほり・ゆき）さん

いまだ無電化のコミュニ
ティが多いネパールに、
茨城製作所の小型発
電機がクリーンなエネル
ギーを届けることを期待
しています。

大人二人で運搬できる軽水力発電機「Cappa」。構造はシンプルでメン
テナンスは容易だが、ごみが入らないようこまめに掃除をする必要があ
る。村の人たちが研修を受け、責任をもって維持管理にあたっている。

子どもたちと一緒にランプシェード作りを
行う渡辺さん。

電気を使えるようになった小学校。

大人二人で
楽に設置！

継
続
で
き
る

事
業
モ
デ
ル
を
描
く

　
香
川
県
で
栽
培
さ
れ
る
ニ
ン
ニ
ク
は

白
く
て
大
き
く
、
香
り
の
よ
い
の
が
特

徴
だ
。
香
川
県
と
徳
島
県
の
農
家
を
組

合
員
と
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
協
同
組
合

は
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
に
力
を
入
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
担
い
手
不
足
に
よ
る
生
産

量
の
減
少
傾
向
や
、
質
の
い
い
種
子
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
中
小
企
業
現
地

調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
訪
れ
た
ベ

ト
ナ
ム
・
ゲ
ア
ン
省
の
キ
ー
ソ
ン
高
原

で
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
の
可
能
性
を
感
じ
、

あ
ら
た
め
て
J
I
C
A
民
間
連
携
事

業＊

を
活
用
し
て
調
査
を
行
い
、
試
験
栽

培
を
実
施
し
た
。「
気
候
や
土
壌
が
合
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
香
川
と
同
じ
品

質
の
ニ
ン
ニ
ク
が
育
ち
ま
し
た
」
と
同

組
合
の
近
藤
隆
さ
ん
は
、
栽
培
地
と
し

て
の
可
能
性
を
語
る
。

　
同
地
で
良
質
な
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し

て
日
本
へ
の
輸
出
と
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で

の
流
通
を
増
や
す
と
同
時
に
、
質
の
よ

い
ニ
ン
ニ
ク
の
種
子
を
安
定
的
に
日
本

に
輸
入
す
る

│
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
協

同
組
合
は
そ
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
る
。

し
か
し
ゲ
ア
ン
省
で
栽
培
す
る
た
め
に

は
、
適
切
な
肥
料
の
施
し
方
や
農
薬
の

使
い
方
な
ど
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
の
技
術
が

必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
行
っ
た
の

が
、
ゲ
ア
ン
省
か
ら
の
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
だ
。「
1
9
9
4
年
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
き
た
の
で
、
農
家
と
の
連
携
も
う
ま

く
い
き
ま
し
た
。
す
で
に
5
人
が
来
日

し
、
組
合
員
の
農
家
で
ニ
ン
ニ
ク
栽
培

を
学
ん
で
い
ま
す
」
と
近
藤
さ
ん
は
説

明
す
る
。

　
現
地
で
の
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
る
と

同
時
に
、
ニ
ン
ニ
ク
ス
ラ
イ
ス
の
冷
凍

品
や
ペ
ー
ス
ト
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
オ
イ
ル

な
ど
の
加
工
品
作
り
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
そ
う
だ
。「
継
続
的
な
事
業
に
す

る
た
め
に
、
流
通
・
販
売
ま
で
考
え
た

事
業
モ
デ
ル
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
近

藤
さ
ん
。
ゲ
ア
ン
省
は
ラ
オ
ス
国
境
沿

JICA担当者
真田みぎわ（さなだ・みぎわ）さん

ゲアン省は農業に携わる人が多
く、貧困率も高い地域です。付加
価値の高いニンニクの栽培を通じ
て、貧困解消に貢献することを期
待しています。

い
の
山
間
地
域
で
、
焼
き
畑
に
よ
る
農

業
か
ら
の
収
入
で
は
生
活
が
で
き
ず
、

多
く
の
人
た
ち
が
出
稼
ぎ
を
し
て
い
る
。

「
こ
の
地
域
で
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
や
加
工

が
で
き
れ
ば
、
出
稼
ぎ
に
行
く
必
要
も

な
く
な
り
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
か
ら

は
、
ニ
ン
ニ
ク
だ
け
で
な
く
野
菜
や
果

樹
も
栽
培
し
た
い
と
い
う
声
も
出
て
い

ま
す
の
で
、
J
A
香
川
な
ど
と
も
連

携
し
、
オ
ー
ル
香
川
で
ベ
ト
ナ
ム
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
」。

ファーマーズ協同組合
近藤 隆（こんどう・たかし）さん
　ファーマーズ協同組合は、東南アジア諸国を中心に
農業分野での協力を長年行ってきた。「帰国した技能実
習生の働き場所をカンボジアで提供し、農産物の生産・販
売を行っています。その経験をベトナムでも生かしたい」。

収穫したニンニクを選別する技能実習生。

試験的に栽培したニンニクを収穫。近藤さ
ん（左端）も現地を訪れ、品質を確かめた。

質のよい
ニンニクが
収穫できた！

So
ci

ali
st R

epublic of Viet Nam

ベトナム

首都:ハノイ

国名  ：ベトナム社会主義共和国

＊ 

現「
中
小
企
業・
S
D
G
s
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」の

案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援
型
）。詳
細
は
22
ペ
ー
ジ
へ
。

＊1 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の案件化調査（中小企業支援型）。詳細はp.22へ。
＊2 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の普及・実証・ビジネス化事業（中小企業支援型）。詳細はp.22へ。

エネルギー

茨城県日立市で74年間、大型モーターや発電機を製造してきた
茨城製作所が、自社で開発した簡単に設置できる

小型の水力発電機をネパールに普及させる事業に取り組んでいる。

小さな発電機が
暮らしを変える

案件名 ヒマラヤ農村貧困地域における軽水力発電機導入プロジェクト案件化調査
2015年6月〜2016年5月
ヒマラヤ農村地域の生活水準向上に向けた軽水力発電普及・実証事業
2017年5月〜2019年5月

貢献する
SDGs

貢献する
SDGs

ニンニクの生産量が全国第3位の香川県で、ファーマーズ協同組合の
組合員はニンニク栽培を長年にわたり牽引してきた。

新たな栽培地を求めて、ベトナムでの事業に乗り出している。

ニンニクで深まる
農業交流

案件名 ゲアン省におけるニンニクを中心とした
農産物のバリューチェーン構築に係る案件化調査
2017年9月〜2018年8月

農業

企業連携×SDGs
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JICA担当者
木村有里（きむら・ゆり）さん

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
変
え
た

国
民
の
意
識

　
暖
房
代
わ
り
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を

点
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
、
煙
草
に
火
を

点
け
る
に
も
マ
ッ
チ
で
は
な
く
ガ
ス
コ

ン
ロ
を
使
う

│
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
は
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
一
般
家
庭
の
ガ
ス
は
定
額
制
の

使
い
放
題
で
、
同
じ
金
額
な
ら
使
わ
な

く
て
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
考
え
が

国
民
の
主
流
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
で
天
然
ガ
ス
を
産
出
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
ガ
ス

の
供
給
が
追
い
つ
か
ず
に
輸
入
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
同
国
政
府
に
と
っ

て
、
ガ
ス
を
利
用
し
た
量
に
応
じ
て
課

金
す
る
従
量
課
金
制
へ
の
移
行
と
、
そ

れ
を
か
な
え
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
設
置

は
重
要
な
目
標
だ
っ
た
。

　
愛
知
県
豊
橋
市
に
本
社
を
置
く
ヘ
リ

オ
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
の
小

野
田
成
良
さ
ん
は
、
現
地
の
状
況
を
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行＊

1

が
発
注
し
た
プ
リ
ペ
イ
ド
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
試
験
設
置
の
入
札
に
参
加

し
た
。「
国
際
的
な
入
札
に
参
加
す
る

の
は
初
め
て
で
、
地
方
の
中
小
企
業
で

は
信
頼
を
得
る
の
も
難
し
く
、
書
類
の

ル
ー
ル
な
ど
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
そ
の
と
き
は
失
注
し
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
」
と
小
野
田
さ
ん
は
当
時
を

ふ
り
返
る
。
そ
こ
で
J
I
C
A
民
間

連
携
事
業
に
応
募
し
、
14
年
に
「
一
般

家
庭
向
け
プ
リ
ペ
イ
ド
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

普
及
促
進
事
業＊

2

」
が
採
択
さ
れ
た
。
試

験
導
入
を
経
て
、
そ
の
効
果
が
広
く
認

知
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
J
I
C
A

の
円
借
款
事
業
「
天
然
ガ
ス
効
率
化
事

業
」
の
一
部
で
あ
る
プ
リ
ペ
イ
ド
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
設
置
事
業（
17
年
1
月
受
注
）

に
つ
な
が
り
、
17
年
か
ら
20
年
に
か
け

て
ダ
ッ
カ
に
20
万
台
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に

6
万
台
の
プ
リ
ペ
イ
ド
式
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ガ
ス

使
用
量
は
大
幅
に
減
り
、
現
在
、
追
加

で
12
万
台
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
プ
リ
ペ
イ
ド
式
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、

I
C
カ
ー
ド
F
e
l
i
C
a
に
前

も
っ
て
入
金
し
た
分
だ
け
ガ
ス
を
利
用

で
き
る
仕
組
み
で
、
ガ
ス
の
使
用
量
が

目
に
見
え
る
形
に
な
っ
た
こ
と
で
、
住

民
に
節
約
意
識
が
生
ま
れ
た
。
同
社
は

設
置
工
事
の
際
に
ガ
ス
漏
れ
の
修
繕
も

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
機
器
を
設
置
し

た
地
域
の
天
然
ガ
ス
の
使
用
量
は
お
よ

そ
4
割
低
減
し
た
。
節
約
を
始
め
た
住

民
の
ガ
ス
料
金
は
定
額
制
よ
り
安
く
な

り
、
ガ
ス
会
社
は
浮
い
た
ガ
ス
を
商
業

施
設
や
工
場
に
売
る
こ
と
で
収
益
が
上

が
っ
て
い
る
。

 

「
商
業
施
設
や
工
場
に
対
し
て
ガ
ス
の

供
給
量
が
増
え
る
こ
と
は
、
経
済
活
動

に
も
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
配
分
が
効
率
化
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
ガ
ス
漏
れ
の
心
配
が
な
い
し
っ

か
り
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
意

味
で
は
、
現
地
の
住
み
続
け
ら
れ
る
町

づ
く
り
や
、
産
業
の
基
盤
づ
く
り
に
も

貢
献
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、

同
社
で
国
際
事
業
に
関
わ
る
今
泉
優
介

さ
ん
は
そ
の
意
義
を
語
る
。

　
現
地
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
得
た
の
は
、

日
本
製
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
性
能
に
加
え
、

現
地
人
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
結
果
で
も
あ
る
。
技
術
的
な
指
導
だ

け
で
は
な
く
、
危
険
物
を
扱
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
い
、
設
置
の
現

場
で
は
5
S
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
・
し
つ
け
）
を
は
じ
め
と
す
る
意

識
改
革
を
行
っ
た
。
研
修
で
認
め
ら
れ

た
証
し
で
あ
る
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

は
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
一
つ
の

ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
り
、
勤
労
意
欲
の
向

上
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

広
が
る
海
外
展
開

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
事
業
進
出
で
、

同
社
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
地
の
需
要

に
合
わ
せ
た
提
案
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
経
験
は
J
I
C
A
民

間
連
携
事
業＊

3

を
活
用
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
で
の
次
の
海
外
展
開
に
も
生
き

て
い
る
。「
地
震
が
多
い
日
本
の
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
は
感
震
遮
断
機
能
が
つ
い
て

い
て
、
同
じ
く
地
震
の
多
い
国
で
は
重

宝
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
、

現
地
の
実
情
に
合
わ
せ
た
仕
様
を
開
発

し
て
い
ま
す
」
と
小
野
田
さ
ん
は
説
明

す
る
。
メ
ー
タ
ー
の
設
置
作
業
を
通
じ
て

現
地
の
住
民
や
企
業
と
の
あ
い
だ
に
築

い
た
信
頼
関
係
を
生
か
し
て
、
同
社
は

さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ダッカ支店のメンバー。そろいのユニホームは、研修を修了した社員だけが着ることができる。

Pe
op

le'

s R
epublic of Bangladesh

バングラデシュ

　年率平均で6％の経済成長を続ける
バングラデシュは、投資先・成長市場と
して近年注目されている。一方で、いま
だ人口の24％（2017年）の貧困層を抱
え、経済インフラの未整備に加え、サイ
クロンや洪水といった自然災害に脆弱
で気候変動による影響を受けやすい国
でもある。

国名  ：バングラデシュ人民共和国
通貨 ： タカ
人口 ：1億6,365万人（2018年1月、

バングラデシュ統計局）
公用語 ：ベンガル語

首都:ダッカ

ヘリオス・ホールディングス
代表取締役 小野田成良（おのだ・しげよし）さん（右）
社長室室長 今泉優介（いまいずみ・ゆうすけ）さん（左）
「新型コロナウイルスの影響で外出制限があるなか、インフラ
設備が整っていることがいかに大切かをあらためて感じます。一
般家庭のガスメーターという末端の要素からですが、着実に現
地社会に貢献していきます」と小野田さん。

JICA中部のなごや地球ひろばでは、本事業
で導入されたガスメーターを常設展示してい
ます。このガスメーターの普及は人々の意
識を変え、資源の節約につながりました。ま
た、余ったガスを商業施設などに回すことで
経済の下支えにも貢献しています。今後全
国的に導入されれば、その影響はさらに大き
なものになっていくでしょう。

右 ： 現地スタッフには、整理整頓の大切さや部外者の立ち入り禁止の徹底など、
安全な作業環境のための指導が行われた。
左 ： 非常時の対応のため、現地には日本人スタッフも常駐している。

作業しやすくて
安全な現場に！

動作点検中！私たちが
責任をもって
設置します！

精密機器であるガスメーター。設置後
の維持管理も手がけている。

バングラデシュでのプリベイド式ガスメーターの設置風景。

＊1 アジア・太平洋地域を対象とする国際開発金融機関。日本やアメリカを含む67か国が出資する。
＊2 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の普及・実証・ビジネス化事業（SDGs ビジネス支援型）。詳細はp.22へ。＊3 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の基礎調査。詳細はp.22へ。

エネルギー

貢献する
SDGs

ヘリオス・ホールディングスが一般家庭に設置した日本製のガスメーターによって、
バングラデシュの社会が変わり始めている。

〝見える化〟で
エネルギー効率を改善

案件名 一般家庭向けプリペイドガスメーター普及促進事業
2014年5月～2015年8月
天然ガス効率化事業
2014年6月〜
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血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、
腹
部
超
音

波
検
査
、
胸
部
X
線
検
査
。
通
常
、

検
査
項
目
が
多
く
な
る
ほ
ど
受
診
者
の

費
用
負
担
は
上
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
、

あ
る
病
気
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
人
に

と
っ
て
は
必
要
の
な
い
検
査
項
目
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
個
々
人
の
健
康

状
態
に
合
わ
せ
て
項
目
を
選
択
で
き
る

よ
り
自
由
度
の
高
い
健
康
診
断
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

項
目
を
省
く
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

リ
ス
ク
は
数
値
で
示
し
、
受
診
者
が
項

目
を
選
択
し
や
す
く
す
る
な
ど
、
よ
り

幅
広
い
層
の
国
民
が
健
康
維
持
に
安

価
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
工
夫
を

凝
ら
す
。

健
康
に
投
資
す
る
価
値
観

そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

　

本
事
業
の
健
康
診
断
に
欠
か
せ
な
い

医
療
機
器
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
X
線
画

像
診
断
シ
ス
テ
ム
と
超
音
波
画
像
診
断

装
置
を
提
供
す
る
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
の

細
川
明
さ
ん
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
、
遠
隔
医

療
診
断
は
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く

技
術
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
途
上
国
の
農
村
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
、

わ
ざ
わ
ざ
都
市
の
病
院
ま
で
健
康
診
断

を
受
け
に
行
く
の
は
大
変
で
す
。
地
方

の
診
療
所
で
X
線
撮
影
を
行
い
、
画

像
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
上
げ
て
、
都

市
の
医
師
が
診
断
す
る
と
い
う
遠
隔
診

断
の
仕
組
み
は
、
す
で
に
日
本
で
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
ま
で
受
け
取
れ
る

よ
う
に
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
遠
隔
診
療
が
あ
た
り
ま
え
の
社

会
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」。
さ
ら
に
、「
1
次
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
A
I
が
行
う
こ
と
は
、
健

康
診
断
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
同
時
に
、

医
療
従
事
者
の
働
き
方
も
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
技
術

や
知
見
は
日
本
で
も
生
か
せ
そ
う
で

す
」
と
期
待
す
る
。

　

森
田
さ
ん
は
、
日
本
で
言
う
〝
福
利

厚
生
〞
の
概
念
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

企
業
に
も
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て
き
て
い

る
と
話
す
。「
健
康
に
投
資
す
る
と
い

う
価
値
観
も
広
が
り
を
見
せ
る
は
ず
で
、

そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
新
た
な
健

康
診
断
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、調
査
を
継
続
し
て
い
る
。

安
価
で
確
か
な
健
康
診
断
を

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
2
0
1
9
年

度
の
経
済
成
長
率
は
8
・
1
パ
ー
セ
ン

ト
と
高
く
、
中
間
所
得
者
層
の
割
合
も

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
成
長
と

と
も
に
生
活
習
慣
病
な
ど
に
よ
る
死
亡

者
の
割
合
が
急
増
し
て
い
る
。
医
療
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
公
的

保
険
制
度
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
貧
困

層
の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
中
間
層
の
家

庭
で
も
医
療
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

に
く
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
医
療
機
器
を
製
造
す
る
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
と
東
京
大
学
の
卒
業
生

を
中
心
と
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

m
i
u
p
は
、
日
本
の
技
術
を
生
か

し
て
同
国
の
保
健
状
況
改
善
に
貢
献
し

つ
つ
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
も
広
が
る

と
判
断
。
共
同
で
J
I
C
A
民
間
連

携
事
業＊

を
活
用
し
て
、
18
年
２
月
か
ら

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
調
査
を
開

始
し
た
。
首
都
ダ
ッ
カ
郊
外
の
ガ
ジ

ブ
ー
ル
県
に
あ
る
病
院
の
ス
ペ
ー
ス
を

借
り
て
近
隣
住
民
の
健
康
診
断
を
行
い
、

デ
ー
タ
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。「
こ

れ
ま
で
に
約
5
0
0
0
人
の
健
康
診

断
を
実
施
し
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
を

A
I
（
人
工
知
能
）
で
解
析
し
、
健
康

診
断
の
項
目
を
精
査
し
ま
す
」
と

m
i
u
p
の
森
田
知
宏
さ
ん
は
話
す
。

　

実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
の
お
も
な

項
目
は
、
問
診
、
バ
イ
タ
ル
（
血
圧
、

心
拍
数
、
身
長
、
体
重
な
ど
）、
尿
検
査
、

JICA担当者
関 智子（せき・ともこ）さん

遠隔診断とAI（人工知能）を組み
合わせた、貧困層にも利用可能な
安価な健康診断サービスにより、コ
ロナ禍下における世界のSDGsにも
貢献するものと期待しています。

現地の病院と協力して行われた健康診断の様子。

バングラデシュでは多くの病
院でX線画像の管理にフィ
ルムを使用していたが、本事
業ではコニカミノルタのデジ
タルＸ線画像診断システム
導入により、データ管理が簡
単になった。

現地で健康診断を実施した医療スタッフのメンバー。

5000人のデ
ータが

集まりました
！

データ解析中！

コニカミノルタ　ヘルスケア事業本部ヘルスケア事業部エリア統括部
細川 明（ほそかわ・あきら）さん（右）
miup 取締役
森田知宏（もりた・ともひろ）さん（左）
「幅広い所得層の人が自身の状況に合った健康診断を選べる─ そんな
健康診断サービスの実現に向けて、今後も協力していきます」

デジタルＸ線
画像診断システム

超音波画像
診断装置

画像の管理、
共有が簡単に

貢献する
SDGs

医療

誰もが健康診断を
受けられる社会に

案件名 保健サービスへのアクセス改善のための健康診断ビジネス（SDGsビジネス）調査
2018年2月～

ベンチャー企業のmiup（ミュープ）が、安価かつ精度を保った健康診断の開発を
コニカミノルタの医療機器提供を受けて、バングラデシュで行っている。

文●松井 健太郎

＊ 現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」の普及・実証・ビジネス化事業（SDGsビジネス支援型）。詳細はp.22へ。
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国名  ：バングラデシュ人民共和国

首都:ダッカ
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地
下
の
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用

　
約
8
0
0
万
人
が
暮
ら
す
タ
イ
の

首
都
バ
ン
コ
ク
は
、
経
済
発
展
と
と
も

に
今
も
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
市
内
の
排
水
設
備
は
ま
だ
不
十
分

で
、
大
雨
に
よ
る
冠
水
・
浸
水
が
市
民

の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。

　
秩
父
ケ
ミ
カ
ル
が
開
発
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
雨
水
貯
留
構
造
体（
P
R
S
S
）は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
地
下
に

多
数
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
を
シ
ー
ト
で

覆
う
こ
と
で
雨
水
の
貯
水
タ
ン
ク
を
作

る
と
い
う
も
の
。
都
市
部
に
土
地
の
余

裕
が
少
な
い
日
本
で
は
、
す
で
に
多
く

の
駐
車
場
や
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
局
所
的
な
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
一
時
的

に
雨
水
を
た
め
る
こ
と
で
、
下
水
道
や

河
川
に
水
が
一
気
に
流
れ
込
む
こ
と
に

よ
る
洪
水
を
防
ぐ
役
割
も
果
た
す
。
コ

者
の
間
で
基
本
的
な
洪
水
対
策
の
考
え

方
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
槽
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
し

た
」
と
語
る
。

　
19
年
12
月
、
タ
イ
工
業
団
地
公
社
の

敷
地
内
で
同
国
初
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
貯
留
槽
が
完
成
し
た
。
施
工
完
了
式

典
に
は
多
く
の
現
地
メ
デ
ィ
ア
が
取
材

に
集
ま
る
な
ど
し
て
注
目
を
高
め
た
。

　
し
か
し
、
貯
水
量
や
降
雨
量
の
計
測

を
始
め
よ
う
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

作
業
は
ス
ト
ッ
プ
。
新
規
に
工
事
を
行

う
計
画
も
中
断
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
で

き
て
い
た
の
で
残
念
で
す
。
そ
れ
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
し
合
い
を
進
め
、
タ

イ
側
の
人
た
ち
の
協
力
で
計
測
機
器
が

設
置
さ
れ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
始
め
ら

れ
る
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
」

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
を
使
い

環
境
へ
の
負
担
も
抑
え
る

　
尾
崎
さ
ん
に
と
っ
て
、
同
社
の
技
術

が
S
D
G
s
の
達
成
に
も
貢
献
で
き

る
こ
と
は
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

「〝
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
〞

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
い
っ
そ

う
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
P
R
S
S

は
土
中
で
50
年
間
は
変
わ
ら
ず
交
換
な

く
機
能
を
維
持
で
き
る
の
で
、
今
後
は

〝
た
め
た
雨
水
を
ど
う
使
う
か
〞
な
ど

も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　
ま
た
、
現
地
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

ン
ク
リ
ー
ト
の
貯
水
槽
よ
り
も
低
コ
ス

ト
・
短
期
間
で
施
工
で
き
る
。

　
2
0
1
5
年
に
同
社
は
J
I
C
A

民
間
連
携
事
業＊

を
利
用
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
公
共
施
設
内
の
駐
車
場
2
か

所
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
浸
透
槽
を
試

験
的
に
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
浸

水
被
害
が
軽
減
さ
れ
、
海
外
市
場
開
拓

に
つ
な
が
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し

当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
限
ら
れ
た
政

府
予
算
を
雨
水
対
策
に
配
分
で
き
ず
、

普
及
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

一
時
的
に
雨
水
を
た
め
る

モ
ン
キ
ー
チ
ー
ク

　
そ
こ
で
新
た
な
進
出
先
と
し
て
タ
イ

に
注
目
し
、
17
年
に
ふ
た
た
び
民
間
連

携
事
業＊

を
活
用
し
て
調
査
を
開
始
。
秩

父
ケ
ミ
カ
ル
の
尾
崎
昂
嗣
さ
ん
は
、「
タ

イ
に
は
も
と
も
と
モ
ン
キ
ー
チ
ー
ク
と

言
っ
て
猿
が
頬
に
食
べ
物
を
た
め
る
よ

う
に
、
雨
水
を
一
時
的
に
た
め
る
調
整

池
な
ど
を
整
備
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
前
国
王
ラ
ー
マ
9
世
の
助

言
に
よ
る
も
の
で
、
タ
イ
の
治
水
関
係

JICA担当者
安井加奈（やすい・かな）さん

約10×50mのスペースに約4,000個のプラスチック製雨水貯留構造体を埋設した。

施工完了式典で、タイ工業団地公社のソムジン・ピルーク総裁
（中央）は「タイ全体で工業団地は洪水被害に悩まされていま
す。この技術によって得られる利益には大きいものがあります」と
期待を表した。

バンコクは地下水位が高く、地盤は粘土質。埋設工事前は慎重に
ボーリング調査を行った。

技術の普及を図るため、施工
は現地建設会社が実施。タ
イでは女性の作業員も多い
が、プラスチック資材自体が
軽量なので運搬や組み立て
も大きな力を必要としない。

タイ初の
プラスチック貯留槽女性にも

軽々運べます！

タイの人々の
日本の技術への
信頼に応えたい

持続可能な
都市開発には

水を治めることが
大事です

大型の重機を使うことなく、短期間で工事が可能なこともタイでは評
価されている。

品
の
利
用
に
対
し
て
環
境
面
を
懸
念
す

る
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
は
、
P
R
S
S
は
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
こ

と
、
日
本
の
技
術
指
針
に
準
拠
し
、
化

学
的
な
耐
久
性
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

な
ど
も
丁
寧
に
説
い
て
回
っ
て
い
る
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
槽
は
日
本
で
も

実
用
化
か
ら
30
年
ぐ
ら
い
と
ま
だ
歴
史

が
浅
く
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
技

術
で
す
。
タ
イ
に
合
っ
た
も
の
を
開
発

し
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
現
地
生

産
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
は
こ
の

活
動
で
、
技
術
が
確
か
だ
と
わ
か
れ
ば

タ
イ
の
人
は
認
め
て
く
れ
る
と
肌
で
学

び
ま
し
た
。『
一
緒
に
い
ろ
ん
な
研
究

を
し
よ
う
』
と
お
た
が
い
に
前
を
向
い

て
い
ま
す
」

秩父ケミカル
代表取締役 吉田寿人（よしだ・ひさひと）さん（左）
営業開発本部 尾崎昂嗣（おざき・たかつぐ）さん（右）
　秩父ケミカルはプラスチック製の雨水貯留浸透施設
と、それに関わる維持管理製品の開発・施工・販売を
手がける。日本国内でのシェアは10％強。吉田さんと
尾崎さんは海外市場の開拓にも目を向け、インドネシア
やタイでの施工にも尽力した。

＊ いずれも現「中小企業・SDGsビジネス支援事業」。詳細はp.22へ。

浸水被害をなくすことはSDGs11に、また
地球温暖化による豪雨被害の対策とし
てSDGs13にも貢献します。汚染された
水による感染症を防ぐことにも期待でき
るので、SDGs3の「すべての人に健康と
福祉を」にもつながる活動だと思います。

防災

浸水被害を食い止め
安全な暮らしを
案件名 プラスチック製雨水貯留構造体の案件化調査

2017年8月～2018年9月
浸水被害の軽減に寄与するプラスチック製雨水貯留構造体の
普及・実証・ビジネス化事業
2019年5月～2021年5月

東南アジア有数の大都市バンコクで多発する浸水被害を抑えるため、
日本企業が持つプラスチック技術の導入が始まろうとしている。

文●光石達哉

貢献する
SDGs

Kingdom of Thailand

タイ

　熱帯地方にあるタイは、近年の気候
変動の影響もあって水害が頻発してい
る。2011年の大洪水では首都バンコク
をはじめ多くの地域が甚大な被害を受
けた。

国名  ：タイ王国
通貨 ： バーツ
人口 ：6,891万人

（2017年、タイ国勢調査）
公用語 ：タイ語

首都：
バンコク

企業連携×SDGs
2030へ行動で挑む

特集
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グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

加
速
さ
せ
た「
案
件
化
調
査
」

　
金
型
や
鉄
筋
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

メ
ー
カ
ー
の
〝
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
〞
が

イ
ン
ド
市
場
に
本
格
参
入
し
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
都
市
化
が
急
速
に
進
む

一
方
で
、
排
水
溝
や
河
川
の
護
岸
等
の

敷
設
の
遅
れ
か
ら
道
路
の
冠
水
や
住
宅

浸
水
が
頻
発
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
品

質
の
向
上
や
工
期
の
短
縮
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

て
海
外
進
出
を
図
っ
た
ト
ヨ
タ
工
機
は
、

自
社
を
含
む
4
社
合
同
で
2
0
1
5

年
か
ら
約
1
年
間
、
J
I
C
A
の
民

間
連
携
事
業
で
「
案
件
化
調
査
」（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
実
施
。
社
長
の
豊
田 

実
さ
ん
は
、「
調
査
は
現
地
で
の
認
知

向
上
の
一
助
に
な
っ
た
」と
話
す
。「
弊

社
は
現
地
で
は
未
知
の
存
在
。
新
し
い

2019年度の採択件数

技
術
や
製
品
、
工
法
を
持
っ
て
い
く
と

き
に
、
政
府
機
関
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
話
を
聞
い
て
も

ら
う
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」。

　
現
在
、
合
同
4
社
の
う
ち
3
社
が
イ

ン
ド
進
出
を
果
た
し
て
い
る
が
、
う
ち

1
社
は
当
時
イ
ン
ド
に
行
く
の
も
初
め

て
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
海
外
展
開
に

乗
り
出
せ
た
の
は
、「
計
4
度
の
渡
航

で
、〝
今
の
イ
ン
ド
〞
を
つ
か
め
た
の

が
大
き
か
っ
た
」
と
豊
田
さ
ん
は
ふ
り

返
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
「
市
場
調
査

費
や
交
通
費
を
負
担
し
て
も
ら
え
た
こ

と
は
、
連
携
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
っ

た
」
と
い
う
。

「
会
社
に
よ
っ
て
は
自
力
で
海
外
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

特
に
相
手
国
政
府
に
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
な
業
界
は
、
J
I
C
A

の
制
度
を
利
用
す
る
の
も
選
択
肢
の
一

つ
だ
と
思
う
」
と
豊
田
さ
ん
は
語
っ
た
。

企業連携×SDGs
2030へ行動で挑む

特集

JICAの「民間連携事業」では、企業の“海外への思い”をサポート ！
海外展開への基礎的な調査から、ビジネスのさらなる拡大を目指した計画策定まで、

事業の段階に応じた連携メニューを用意して、企業による途上国の開発を後押ししている。

海外展開をカタチに
JICAの民間連携事業

左 ： JICAの後援で、展示会や役所に向けたプレゼン
テーションの機会も設けた。
下  ： 最近施工した現場で、境界塀、歩道下の排水
溝、雨水排水溝のすべてが、案件化調査の参加企業
と現地協力企業の合弁企業によるもの。日本の技術
が工期の短縮や建設の品質向上に役立っている。

インドでコンクリート製品の金型を製造

「トヨタ工機」

トヨタ工機 代表取締役
豊田 実（とよだ・みのる）さん

信頼性が求められる
インフラ事業。

JICAのネームバリューが
武器になりました

JICAと連携した企業に聞きました

参加企業に聞きました !

Q JICA事業実施後、対象国のビジネスを
継続していますか?

継続できている理由・要因
（一部抜粋）【複数回答】

A「継続している」が約70%。現地ビジネスパートナーの確保
や、自社の製品・技術・サービスを現地に適合させることがで
きたのがそのおもな理由。「断念した理由」はコストや価格の
現地での不適合がトップ。

断念した理由・要因
（一部抜粋）【複数回答】

＊調査対象事業数619件のうち有効回答数は467件（2020年2月時点）。

中小企業・SDGsビジネス支援事業

173件

41 都道府県の企業が50 か国で

●外部人材活用費　●旅費　●現地活動費　●管理費

調査経費 ： 上限 850万円
（遠隔地の場合は980万円）

基礎調査（数か月～1年程度）
　ビジネスモデルの検討に必要な基礎情報の収集を支援する。

現地で基礎的な情報を収集したい

ビジネスモデルを策定したい
案件化調査（1年程度）
　途上国の課題解決につながる技術・製品・ノウハウ等を活用したビジネスアイデアや、
ODA事業に活用する可能性、ビジネスモデルの策定を支援する。

ビジネス活動計画を実証・策定したい
普及・実証・ビジネス化事業（1～3年程度）
　途上国の課題解決につながる技術・製品・ノウハウ等の実証活動を含む、ビジネスモデルの検証や
提案製品等への理解の促進、ODAでの事業化の検討等を通じた事業計画案の策定を支援する。

途上国の“困った”を解決するビジネスをJICAがサポート。　
調査費の支援を受けられたり、JICAのネットワークを活用したりできる。

●外部人材活用費　●機材輸送費　●旅費
●現地活動費　●本邦受入活動費　●管理費

調査経費 ： 上限 3,000万円
（機材の輸送が必要な場合は5,000万円）

●外部人材活用費　●旅費　●本邦受入活動費
●機材製造・購入・輸送費　●現地活動費　●管理費

調査経費 ： 上限 1億円
（大規模または高度な製品等を実証する場合は1.5
億円、インフラ整備技術推進案件および地域産業集
積海外展開推進案件は2億円）

調査経費 ： 上限 5,000万円

1
2

3
支援メニューの
詳細はこちら！

＊今後の新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては変更となる可能性あり。

JICA 民間連携 検索
「中小企業・SDGsビジネス支援事業」は
年2回公示。次回は2020年秋頃を予定。

140件

327件

コスト・価格の
現地不適合

ビジネス環境への
対応が困難
（規制など）

経営戦略上の決定

海外展開のための
人材不足

想定外の
現地ニーズ

の案件が実施中213件（2020年7月1日現在）

●外部人材活用費　●旅費　
●本邦受入活動費　●機材製造・購入・輸送費
●現地活動費　●管理費

　高い開発効果が期待される民間事業において、現地での
事業投資に関わる資金需要に応じて融資または出資するメ
ニュー。JICAの技術協力や民間・国際金融機関とも連携し
て、事業の周辺環境もしっかり整備。

融資額 ： 上限 総事業費の70％2020年3月、JICAは国際金融機関とも連
携してメキシコの太陽光発電事業に対し
て融資契約を締結した（海外投融資）。
写真は設置された太陽光パネル。

対象となる事業：
●インフラ・成長加速　●SDGs・貧困削減　●気候変動対策

協力準備調査（海外投融資）

海外投融資の事前調
査をサポートするメ
ニューも !

調査経費 ： 上限 1.5億円
（予備調査費3,000万円、本格調査費は1.5
億円から予備調査契約額を控除した額 ）

現地ビジネス
パートナ―の確保

自社の製品・技術・
サービスの現地適合
（またその見通し）

現地ニーズの把握

顧客へのアピール

ビジネス計画の立案

（件）600 120 180

156

153

141

135

98

600 120 180（件）

54

41

40

32

31
継続している

断念した

中小企業
支援型

中小企業には 調査経費 ： 上限 850万円
●旅費　●現地活動費　●管理費

SDGs
ビジネス
支援型

大企業には

中小企業
支援型

中小企業には

中小企業
のみ

SDGs
ビジネス
支援型

大企業には

海外投融資

他にもこんなメニューが
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首都 ： バンコク

タイ

援
と
は
、販
路
拡
大
、品
質
改
善
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
、
広
報
宣
伝
な
ど
を
行
い
、

お
客
さ
ま
が
商
品
を
自
然
に
買
い
た
く

な
る
よ
う
な
状
態
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

会
社
で
法
人
営
業
を
5
年
以
上
経
験
し
、

そ
こ
で
得
た
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

て
適
切
な
商
品
を
提
供
し
て
い
く
ス
キ

ル
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
て
か
ら
私
は
ま
ず
、
タ
イ

で
の
O
T
O
P
の
全
体
像
を
つ
か
む

た
め
に
、そ
の
歴
史
や
、ノ
ン
タ
ブ
リ
ー

県
庁
が
実
施
し
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
施
策
、
商
品
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ

を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
併
せ
て
県

庁
の
職
員
や
生
産
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
展
示
会
に
も
足
を
運

び
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
見
え
て
き
た

の
は
、
多
す
ぎ
る
商
品
数
や
低
い
価
格

設
定
な
ど
の
課
題
で
す
。
そ
こ
で
生
産

者
向
け
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
習
の
実

施
や
、
新
た
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
提
案

を
は
じ
め
と
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

自
分
の
意
見
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
4
万
人
以
上
い
る
と
い
わ

れ
る
タ
イ
在
住
邦
人
に
向
け
た
広
報
宣

伝
活
動
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
、
タ
イ
在
住
の
邦
人
の
方
た

ち
は
現
地
情
報
を
邦
人
向
け
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
、
ブ
ロ
グ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
か
ら
得
る
傾
向
が
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
会

社
や
運
営
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

O
T
O
P
商
品
の
宣
伝
協
力
を
お
願

い
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内

　
私
が
勤
め
る
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
融
資
事
業
を
は
じ
め
幅
広
い
金
融
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
信
販

会
社
で
す
。
今
回
、
タ
イ
の
ノ
ン
タ

ブ
リ
ー
県
でO

ne T
am

bon O
ne 

Product ＊

（
一
村
一
品
運
動
。
以
下
、

O
T
O
P
）
に
取
り
組
む
生
産
者
グ

ル
ー
プ
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の

要
請
が
あ
り
、
会
社
に
所
属
し
な
が
ら

参
加
で
き
る
民
間
連
携
の
社
内
公
募
に

応
募
し
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支

会社に所属しながら協力隊に参加し、
マーケティング支援に
携わった隊員を紹介します。

いつでも、どこでも写真撮影
+one information

Vol.  21

守能俊治
もりのう・としはる　
出身地：茨城県　職種：マーケティング
任期： 2018年9月～2019年9月

タイin

イラスト⃝さかがわ成美

オリエントコーポレーション
二宮哲次（にのみや・てつじ）さん

OTOP商品が一堂に会するタイの展示会の様子。

　タイで暮らす人 と々写真撮影は切っても切れません。観光地、イベン
ト、祭りだけでなく、会社の会議中にも撮影をするのです。葬式の際、
友人や関係者と必ず記念写真を撮ることを知ったときは驚きました。タ
イらしいといえば、托鉢中の僧もよく被写体になっています。
　自撮りが大好きな国民でもあり、仕事中に携帯を見ているかと思え
ば自撮りにいそしんでいた、なんてことはよくある光景のひとつです。あ
る日、たまたま乗ったタクシーの運転手が、信号待ちのたびに自撮りを
するので質問をしてみました。「なぜ、タイの人はそんなに自撮りをする
のですか？」「タイ人はつねにどうしたら自分を格好よく、かわいらしく見
せられるかを研究しているのさ」。運転手の答えを聞いて、自撮りを心
の底から愛する文化を少し理解できたような気がしました。
　タイの国民の約95パーセントは仏教徒です。その多くが週末になる
と近所の寺やご利益があることで有名な寺へ参拝します。もちろんここ
でも写真撮影は行われます。参拝中・参拝後とさまざまな角度から、幾
度もポージングを変えて“写真撮影会”が繰り広げられるのです。寺に
は“インスタ映えスポット”がいたるところに用意されています。金や銀
の装飾を施された本堂や、巨大だったり、電飾で囲まれていたりする
仏像など多種多様です。「これは、参拝客の増加を願う寺側の“インス
タ映えスポット”を利用した戦略だな」と、マーケティングの観点から分
析して学ぶこともありました。 （守能俊治）

で
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
展
示
会
で

O
T
O
P
商
品
の
宣
伝
に
協
力
を
得

て
広
報
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　
任
期
中
は
、
現
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
や
O
T
O
P
商
品

に
対
す
る
自
分
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
限
界

な
ど
を
感
じ
て
、
悩
む
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を

し
て
連
携
の
経
験
値
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
社
の
一
員
と
し
て
、
さ
ら
に
人

と
し
て
成
長
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地域の特産品を
たっぷり

見ていってね！

さらに魅力的な
商品に

していきましょう！

右 ： ノンタブリー県のクレット島に伝わる伝統的な文様などが彫刻された陶芸品。
左 ： OTOP新規生産者向けにマーケティング講習を行う守能さん（左）。

これまでに培ってきた
マーケティングの知見を
生かして活動しました

JICA海外協力隊の民間連携とは？

詳しくは
こちらから

　以下の三つを目的に日本国登記法人が社
員をJICA海外協力隊として推薦する制度。
❶ 企業の持つ人材と支援体制を活用
❷ 企業の海外展開支援
❸ 企業の人材育成支援

JICA海外協力隊
がゆく

JICAの民間連携事業への参加はCSR（企業
の社会的責任）活動としての意義以上に、社
員のチャレンジ精神の醸成や、語学力、企画・
調整力、異文化適応力などの向上が期待でき
ます。守能さんも帰国後、これまでよりも広い
視野で物事を分析できるようになり、対応力の
成長を感じています。今後ますます当社事業
の発展に貢献してくれることでしょう。

＊
タ
イ
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
運

動
。村
ご
と
に
一
つ
の
特
産
品
を
育
て
て
い
く
。日
本
の
大

分
県
で
始
ま
っ
た
一
村
一
品
運
動
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。

派遣元企業の人事担当から
ひとこと

構成●坪根育美
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2
年
生
で
は
各
担
任
が
朝
の
10
分
間

を
活
用
し
、
数
回
に
わ
た
り
国
際
協
力

や
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
授
業
を
実
施

し
た
。
学
年
の
担
任
全
員
で
、
事
前
に

J
I
C
A
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
教

材
や
過
去
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
授
業
を

組
み
立
て
た
。「
生
徒
た
ち
は
自
分
の
周

囲
の
表
面
的
な
こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
。

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
っ
と
視
野

を
広
く
で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
ま
し

た
」
と
、
同
じ
く
担
任
だ
っ
た
柴
田
悠ゆ

う

さ
ん
は
語
る
。
さ
ら
に
、
J
I
C
A
の

草
の
根
事
業
を
通
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
教

育
分
野
の
協
力
を
行
っ
て
い
た
校
長
の

鎌
田
さ
ん
も
授
業
を
実
施
。
自
ら
の
経

験
と
、
国
際
協
力
を
通
し
て
感
じ
た
こ

１
年
生
か
ら
し
っ
か
り
準
備

　
国
際
社
会
の
中
で
自
分
た
ち
や
日
本

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
提
供

し
て
き
た
「
J
I
C
A
国
際
協
力
中
学

生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」。

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
に
全
校
で
、
あ

る
い
は
学
年
単
位
で
取
り
組
む
学
校
も

多
い
。

　
2
0
1
9
年
、
埼
玉
県
立
宮み

や

代し
ろ

高
校

で
は
2
年
生
約
2
0
0
人
が
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
し
た
。「
準
備
を
始
め
た
の
は

1
年
生
の
と
き
で
し
た
」
と
学
年
主
任

の
橋
本
恵
さ
ん
は
言
う
。「
当
時
の
鎌
田

勝
之
校
長
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
た
だ
、
生
徒
た
ち
は
こ

れ
ま
で
国
際
協
力
や
世
界
の
課
題
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
翌
年

の
全
員
応
募
を
目
標
に
し
ま
し
た
」。

　
1
年
生
の
と
き
に
は
、
J
I
C
A
の
国

際
協
力
出
前
講
座＊

1

を
活
用
。
J
I
C
A

海
外
協
力
隊
の
経
験
者
に
よ
る
講
演
に

は
、
途
上
国
の
実
情
や
国
際
協
力
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
活
動
し
た

国
で
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
が
織

り
込
ま
れ
て
い
た
。1
年
生
を
受
け
持
っ

て
い
た
藤
原
隆た

か

大ひ
ろ

さ
ん
は
「
生
徒
た
ち

が
興
味
を
持
て
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
真
剣
に
聴
い
て
い
ま

し
た
。知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
、
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う
感
想

を
述
べ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
」
と
出
前

講
座
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
50年近く前から開催されてきた「JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト」には、

学校単位でも多くの応募が寄せられる。2年生の全員応募を目標にした、
埼玉県立宮代高等学校での取り組みについてうかがった。

世界につながる教室⑪

右から校長の山﨑さん、教諭の橋本さん、藤原さん、柴田さん。

生徒たちの“考える力”が
確実に伸びています

当時の校長、鎌田さんは、学年全員に向けた授業を行った。

授業の最後には生徒たちからの質問もあり、エッセイコンテストへの
意気込みが感じられた。

2019年度に応募した生徒たちのエッセイ。一人ひとりが“ジブンゴト”
として、世界について考えた。

学校賞の賞状とメダル。賞状は、掲示板に飾られている。

“書く”ことを通して世界を学ぶ

　2020年度も上記のテーマで、中学生、高校生からエッセイを募
集します。自分と世界との接点を身近なところから発見し、世界との
つながりを考え、感じたこと、行動したことをエッセイにしてください！

と
を
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け
た
。

　
こ
う
し
た
準
備
を
経
て
2
年
生
の
夏
、

生
徒
た
ち
は
教
室
で
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆

し
た
。「
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
が
し
ー
ん
と

静
ま
り
、
真
剣
な
姿
に
驚
き
ま
し
た
」

と
先
生
た
ち
は
ふ
り
返
る
。
書
き
終
え

た
エ
ッ
セ
イ
は
す
べ
て
応
募
し
、
初
挑

戦
な
が
ら
「
学
校
賞＊

2

」
を
受
賞
し
た
。

世
界
に
つ
い
て

〝
考
え
る
力
〞を
醸
成

　
現
在
の
校
長
、
山
﨑
正
義
さ
ん
は
昨

年
の
エ
ッ
セ
イ
を
す
べ
て
読
み
、
一
人

ひ
と
り
が
「
よ
り
よ
い
世
界
の
未
来
を

目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

自
分
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
た
。「
親
や
友
人
が
外

生徒たちの
励みになります

＊2 60作品以上の応募、または全校生徒の3割以上の応募があった学校に授与される賞。

応募は
こちらから

国
籍
の
生
徒
は
、
自
分
の
身
近
に
あ
る

外
国
と
の
つ
な
が
り
に
あ
ら
た
め
て
気

づ
い
て
い
ま
し
た
。
お
し
ゃ
れ
が
好
き

な
生
徒
は
洋
服
が
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
で

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
音
楽
が
好
き

な
子
は
韓
国
の
音
楽
を
聴
い
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
な
に
げ
な
い
日
常
生
活

に
外
国
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
再

発
見
し
、
だ
か
ら
こ
そ
途
上
国
の
課
題

に
対
し
て
な
に
が
で
き
る
の
か
、
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
ま
し
た
」。

　
宮
代
高
校
で
は
、
今
年
も
2
年
生
が

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
予

定
だ
。
す
で
に
1
年
生
の
と
き
に
出
前
講

座
で
J
I
C
A
や
協
力
隊
の
活
動
に
触

れ
て
き
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

に
つ
い
て
学
ぶ
単
元
が
あ
っ
た
英
語
と

家
庭
科
で
は
、
同
じ
時
期
に
授
業
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

　
現
在
の
2
年
生
を
指
導
す
る
柴
田
さ

ん
は
、エ
ッ
セ
イ
を
通
し
て〝
考
え
る
力
〞

が
つ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。「
日
本

で
働
く
外
国
人
の
賃
金
が
低
い
こ
と
や
、

外
国
人
へ
の
差
別
な
ど
、
日
本
に
住
ん

で
い
て
も
世
界
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
生
徒
た
ち
は
気
づ
い

た
よ
う
で
す
。
今
後
は
書
く
力
を
つ
け

て
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
思
う
よ
う
に
準
備
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を

糧
に
生
徒
た
ち
が
ど
ん
な
エ
ッ
セ
イ
を

完
成
さ
せ
る
の
か
楽
し
み
だ
。

2020年度募集テーマ
世界とつながる自分

─私たちが考えること、できること─

JICA
国際協力中学生・高校生
エッセイコンテスト
募集期間：6月7日（日）〜9月11日（金）

た
だ
い
ま

募
集
中
！

● 応募は2種類
　コンテストは学校応募と個人応募の2種類
があります。学校での取り組みがなくても応
募できます。

● 著名な審査員
　審査には教育評論家の“尾木ママ”こと尾
木直樹氏（中学生の部）、女優でエッセイスト
の星野知子氏（高校生の部）があたります。

● 優秀者には海外研修の副賞
　個人部門での最優秀賞と優秀賞の受賞
者には、副賞として約1週間の海外研修があ
ります。自分の目で途上国の“今”を見るまた
とない機会です。

● 道徳の教科書にも採用
　過去の受賞作品が中学校の道徳の教科
書に掲載されました。エッセイを書く過程で、
問題解決的・探求的な学習経験をし、社会
や世界の現状を“ジブンゴト”としてとらえたこ
とがわかる内容が評価されたと考えられます。

エッセイコンテスト の POINT

道徳の教科書に
採用されたのは、
2012年度中学生
の部で優秀賞を
受賞した作品。

尾木直樹さん

星野知子さん

途上国の現実を知る
機会となる。

＊1 学校の授業や講演会などに、JICAが国際協力の現場を知る人材を派遣し、
途上国の現状や国際協力の必要性を理解する機会を提供している。 26August 202027 August 2020



東ケープ州のマンデラが育ったクヌ村で、
学校に通う子どもたち。

マンデラの 挑戦
引き継がれ る

地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
木
下
貴
史（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
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ヨハネスブルグのサントンにあるショッピングモール。
高級ホテルも並ぶ富裕層地区で、旧黒人居住区とは雲泥の差だ。

高速鉄道のハウトレインのオリバー・タンボ駅（ヨハネスブルグ国際空港駅）。
この路線はプレトリアやヨハネスブルグ、サントンを結んでいる。

ソウェト（国内最大の旧黒人居住区）にも現在では富裕層が住み始め、
立派な家が建ち並ぶエリアがある。

東ケープ州の主要都市ウムタタ。この街では、白人はまず見かけない。
アパルトヘイト時代は、黒人ホームランド「トランスカイ」の首都だった。

父親の死後マンデラが一時期身を寄せていたムケケズウェニ村。
かつて黒人に割り当てられた土地の多くは荒れ地に近く、肥沃とは言えない。

ケープタウンの旧黒人居住区のケープ・フラッツ地区。
近年アパートが建ち始めたが、バラック小屋や老朽化したホステルも
いまだ健在で、部屋をシェアして家賃を切り詰める人が多い。

ソウェト。バラック小屋で暮らす人は今も多い。 ケープタウン中央駅付近のビジネス街。
オフィスビルが集まっている。
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南アフリカ共和国

　
30
年
前
の
出
来
事
は
世
紀
の
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。

獄
中
で
さ
え
信
念
を
貫
き
、
公
正
な
社
会
の
実

現
へ
の
闘
志
が
揺
る
が
な
か
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・

マ
ン
デ
ラ
が
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

郊
外
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
刑
務
所

（
現
ド
ラ
ケ
ン
ス
テ
イ
ン
刑
務
所
）
を
出
て
解

放
さ
れ
た
。
1
9
9
0
年
2
月
11
日
の
晴
天
の

日
で
、
そ
の
姿
は
世
界
中
に
報
道
さ
れ
た
。
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
の
廃
絶
に

立
ち
上
が
り
、
国
家
転
覆
の
罪
に
問
わ
れ
て
終

身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
の
が
1
9
6
4
年
で
45
歳

の
と
き
。
投
獄
生
活
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ

た
と
き
は
71
歳
に
な
っ
て
い
た
。

　
解
放
後
は
白
人
政
権
と
の
交
渉
の
中
心
を

担
っ
た
マ
ン
デ
ラ
は
、
白
人
が
黒
人
を
含
む
非

白
人
を
抑
圧
す
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
終

わ
ら
せ
、
南
ア
フ
リ
カ
は
民
主
国
家
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
人
口
の
約
8
割
に
迫
る
黒
人

が
剥
奪
さ
れ
て
い
た
参
政
権
を
手
に
入
れ
、
初

め
て
国
政
に
参
加
し
た
94
年
4
月
の
総
選
挙
で

マ
ン
デ
ラ
率
い
る
A
N
C
（
ア
フ
リ
カ
民
族
会

議
、
現
与
党
）
が
勝
利
し
、
彼
は
大
統
領
に
就

任
す
る
。
人
種
対
立
を
戒
め
、
融
和
と
和
解
を

説
き
、
国
を
再
建
し
た
手
腕
は
世
界
史
に
残
る

偉
業
で
あ
り
、
彼
は
国
父
と
も
称
え
ら
れ
て

2
0
1
3
年
に
95
歳
で
永
眠
し
た
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
の
黒
人
は
前
述
の
よ
う

に
参
政
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
教
育
機
会
も
不
平

等
で
（
学
校
は
人
種
別
で
、
白
人
は
無
償
の
義

務
教
育
だ
っ
た
が
、
黒
人
は
無
償
で
も
義
務
教

育
で
も
な
か
っ
た
）、
低
賃
金
を
強
要
さ
れ
た

う
え
就
労
職
種
は
限
定
さ
れ
て
、
国
内
の
移
動

は
制
限
さ
れ
、
バ
ス
や
電
車
も
人
種
別
で
、
黒

人
居
住
区
は
粗
末
だ
っ
た
。
病
院
で
白
人
用
の

ベ
ッ
ド
が
空
い
て
い
て
も
黒
人
は
使
用
で
き
ず
、

床
に
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
1
9
9
4
年
の
A
N
C
政
権
誕
生
後
、
黒
人

の
暮
ら
し
は
変
わ
り
始
め
た
。
白
人
が
独
占
し

て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
界
へ
の
進
出
が
可
能
に
な
り

成
功
を
収
め
た
者
や
、
有
力
企
業
へ
の
雇
用
を

得
た
者
な
ど
羽
振
り
の
よ
い
層
が
増
え
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
課
題
は
多
い
。
旧

黒
人
居
住
区
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
で
の
暮
ら
し
や
、

低
家
賃
の
老
朽
化
し
た
ホ
ス
テ
ル
で
薄
給
を
懸

命
に
切
り
詰
め
る
生
活
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
人

も
い
て
、
困
窮
の
日
常
は
続
く
。
黒
人
の
失
業

率
は
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
白
人
の
4
倍
と
も

い
わ
れ
所
得
格
差
は
埋
ま
ら
な
い
。

　
な
か
に
は
こ
ん
な
過
激
な
意
見
も
あ
る

│

「
俺
た
ち
に
土
地
を
返
す
な
り
、
土
地
で
潤
っ

て
い
る
白
人
に
相
応
の
負
担
を
求
め
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
で
黒
人

は
土
地
を
奪
わ
れ
、
現
在
で
も
人
口
の
1
割
に

も
届
か
な
い
白
人
が
土
地
の
7
割
超
を
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
意
見
は
少
数
派
だ
が
共
感
を
呼

ぶ
の
も
事
実
で
、
昨
年
の
総
選
挙
で
ラ
マ
ポ
ー

ザ
大
統
領
（
A
N
C
）
は
土
地
所
有
問
題
の
是

正
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
問
題
で
隣

国
ジ
ン
バ
ブ
エ
は
強
硬
に
土
地
の
接
収
に
進
ん

だ
た
め
国
内
の
混
乱
と
欧
米
諸
国
の
経
済
制
裁

を
招
き
、
国
内
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る

結
果
と
な
っ
た
。

木
下
貴
史（
き
の
し
た・た
か
し
）

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
。東
海
大
学
文
学
部
卒
業
。ア
フ
リ
カ
取
材

に
力
を
入
れ
、1
か
月
歩
き
回
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
訪
れ
た
国

は
13
か
国
。ネ
ル
ソ
ン・マ
ン
デ
ラ
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
、南
ア
フ
リ

カ
に
は
7
度
訪
れ
て
い
る
。2
0
1
8
年
12
月
に
は
横
浜
市
国
際
局

の
イ
ベ
ン
ト
で
、マ
ン
デ
ラ
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
写
真
展
を
開
催
し
て

好
評
を
博
し
た
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
検
索「
木
下
貴
史
」。

　
解
放
か
ら
30
年
、
マ
ン
デ
ラ
が
幼
少
期
を
過

ご
し
、
そ
し
て
埋
葬
さ
れ
た
ク
ヌ
村
（
東
ケ
ー

プ
州
ウ
ム
タ
タ
近
郊
）
に
は
ネ
ル
ソ
ン
と
名
づ

け
ら
れ
た
学
校
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
近
く
に
は

黒
人
が
参
政
権
を
行
使
し
た
94
年
以
降
に
建
設

さ
れ
た
地
元
の
学
校
も
あ
る
。
黒
人
へ
の
義
務

教
育
導
入
は
マ
ン
デ
ラ
の
悲
願
だ
っ
た
。
教
育

の
充
実
は
国
の
発
展
に
欠
か
せ
ず
、
よ
り
よ
い

未
来
を
築
い
て
ゆ
く
土
台
と
な
る
。
ク
ヌ
で
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
底
抜
け
に
明
る
く
、
学

ん
で
遊
ん
で
学
校
生
活
を
満
喫
し
て
い
た
。
あ

の
笑
顔
が
曇
っ
て
し
ま
う
将
来
は
避
け
た
い
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
消
滅
し
た
。
け
れ
ど
も
、

長
年
続
い
た
社
会
の
構
造
に
根
差
す
問
題
が
解

消
さ
れ
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。「
私
た
ち
国

民
は
、
希
望
す
る
権
利
、
未
来
へ
の
権
利
、
生

命
そ
の
も
の
の
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
は
、

92
年
の
マ
ン
デ
ラ
の
演
説
の
一
節
で
あ
る
。
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
葬
り
、
暗
黒
の
境
遇
に
別
れ

を
告
げ
、
希
望
で
未
来
が
明
る
く
照
さ
れ
、
命

を
尊
ぶ
生
活
を
送
る

│
ク
ヌ
の
子
ど
も
た
ち

が
何
歳
に
な
っ
て
も
そ
う
信
じ
ら
れ
る
社
会
が

築
か
れ
る
こ
と
を
願
う
。
ク
ヌ
で
眠
り
に
つ
く
マ

ン
デ
ラ
も
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

左 ： 首都プレトリアのユニオン・ビルディング（政府庁舎）。1994年にマンデラの大統領就任式が行われた。中 ： ケープタウンのロベン
島に残るマンデラが投獄された独房。右 ： ヨハネスブルグのソウェトにあるマンデラのかつての住居。現在は記念館となっている。

ユニオン・ビルディングに建つマンデラ像の前で、
ポーズをまねる子どもたち。
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　2015年にニューヨークで開催された「国
連持続可能な開発サミット」で採択された
SDGsは、30年までに持続可能でよりよい世
界を目指していくことを目的としています。貧
困や飢餓から気候変動、エネルギー、平和な
ど広い分野にわたって17のゴールと169の
ターゲットが設定されています。
　日本政府はSDGsの達成に向けて、総理
大臣を本部長とし、すべての閣僚を構成員と
する「SDGs推進本部」を設置して、国内実
施と国際協力の両面でSDGsを積極的に推
進する体制を構築しました。同本部でSDGs

実施指針やアクションプランを作成するとと
もに、さまざまな施策を実施してきました。
SDGsの推進にあたっては、政府だけでなく地
方自治体やNGOなどの市民団体、民間企業
など、複数の担い手が連携して取り組むこと
が想定されています。なかでも企業の取り組
みには大きな期待が寄せられています。企業
の持つ知識や技術、人材、資金がSDGsに

向けて活用されることで効果的な取り組みが
行われ、SDGs達成の未来が見えてくるからです。
　また最近では、環境（Environment）や社会
（Society）に配慮し、企業統治（Governance）
にも優れた企業に投資するESG投資が急速
に拡大しています。資金を呼び込むためにも、
企業経営においてSDGsを取り込み、投資家
にアピールすることで企業価値を高めていく
ことも必要になってきています。

最近、よく見聞きするSDGs。
すべての国が取り組む
「持続可能な開発目標」のことだ。
今、SDGs達成に向けて各国政府だけでなく、
企業の力に期待が寄せられている。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力㉓

教えて! 外務省

SDGsは幅広い分野を含む野心的な目標です。
企業が持つ知識や技術、人材、資金が
達成に向けた大きな力となるからです。1

答えてくれ

た
人

外務省
地球規模課題総括課 課長補佐
春田博己（はるた・ひろき）さん
オーストラリア国立大学大学院にて環境・開発
学研究科を修了。2004年外務省入省。在イエ
メン日本国大使館、外務省海外邦人安全課な
どで勤務。17年より現職。

2030年まであと10年。
行動を加速させなければなりません。3

これから、SDGs達成に向けた
社会の動きはどうなるの？3

なぜSDGsの達成に、
企業の取り組みが重要なの？1

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLE

S
D
Gs（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
と
企
業

　SDGsが採択されて今年で5年目、目標達
成の期限まで残り10年となりました。2019年
9月にニューヨークで開催された「SDGサミッ
ト」では、アントニオ・グテーレス国連事務総
長が、目標達成に向けた取り組みに遅れが
見られるとして、30年までを「行動の10年」
と定め、行動を加速化していくことを呼びかけ
ました。
　そのようななか、世界は新型コロナウイル
スの脅威にさらされています。ウイルスは国を
越えて広がり、世界中の人々すべてが直面
する問題となりました。新型コロナには、保
健・衛生や働き方、教育、経済対策などさま

ざまな角度からの対応が必要となり、すべて
の国や人々が試行錯誤しながら、少しでもよ
い方向性を見出そうとしています。そこには
SDGs同様、世界が協力しながら一つの目標
に向かう姿があります。
　また、この未知のウイルスは私たちの価値
観を大きく揺さぶり、日常生活に大きな変化
をもたらしました。よりよい再生のため、“新し
い日常”の拠り所にSDGsをしっかりと据えて
いきたいと思います。新型コロナで一番影響
を受けたのは、子どもや高齢者、女性、貧困
層など弱い立場にある人々です。「誰一人取
り残さない」というSDGsの理念と、日本が国 SDGs推進本部（写真提供 ： 内閣広報室）。

上 ： アゼルバイジャンの難民キャ
ンプで、赤ちゃんの視力を検査。
富士メガネの活動から。
© UNHCR/Andrew McConnell
下 ： サラヤのプロジェクトで、正し
い手の洗い方を練習するウガンダ
の子どもたち。

ESG投資の促進や中小企業支援、国際機関との連携を
促進するセミナーなどを行っています。2

SDGs達成に向けた企業の活動を、
政府はどう後押ししているの？2

　A1で述べたように、政府はSDGs推進本部
を中心にさまざまな取り組みを行っています。
先述したESG投資促進のほか、国際協力で
は、JICAの中小企業・SDGsビジネス支援事
業のように、途上国が抱える多様な問題を
解決できる技術を持つ中小企業などをサポー
トし、途上国で事業を展開しやすい仕組みを
用意しています。また、途上国で活動する国
際機関と企業の連携を支援することもありま
す。
　実際、多くの企業が自らの事業を生かし、
SDGs達成につながる活動を途上国で行って
います。たとえば「ヤシノミ洗剤」で知られて
いるサラヤはユニセフ（国連児童基金）と協
力し、手洗いを基本に衛生意識の向上に取
り組む「100万人の手洗いプロジェクト」をウ
ガンダで進めています。住まいと暮らしの総合
メーカー、LIXIL（リクシル）は、途上国で利用
しやすい安価で性能のよい簡易式トイレシス
テムを開発し、JICAの事業で普及させると同
時に、国際機関やNGOと協力して衛生意識

改革にも力を注いでいます。また、北海道の
富士メガネは、世界各地の難民や避難民へ
の眼鏡寄贈を1983年から継続しています。
ほかにも、味の素による栄養改善活動、住
友化学によるマラリアが予防できる蚊

か

帳
や

の
開発など、各企業の知見を生かし、本業のな
かで途上国の課題解決につながることを模
索し、実行している企業は数多くあります。
　日本政府も、企業によるSDGsに向けた事
業を後押ししています。たとえば途上国への
支援を行っている国際機関とのマッチングセ
ミナーや、優れた取り組みを行っている企業
や地方自治体、市民団体などを表彰する
「ジャパンSDGsアワード」などを開催していま
す。
　企業にとっても、SDGs達成につながる事
業の国際展開にはメリットがあります。途上
国で良好なビジネスが展開でき、その国が
中・長期的に安定すれば大きなビジネスチャ
ンスが生まれるからです。

＊ 人間一人ひとりに着目し、生存・生活・尊厳に対する広
範かつ深刻な脅威から人 を々守り、人々の豊かな可能性
を実現するため、個人の保護と能力強化を通じて豊かで
持続可能な社会づくりを促す考え方。

際社会で長年主導してきた「人間の安全保
障」の考え方＊─この二つを柱に、民間企
業や地方自治体、NPO／NGO、個人などさま
ざまなステークホルダー（関係者）と連携し、
SDGs達成への取り組みを加速化していきた
いと思います。

みんなで
「行動の10年」に

しよう！

©DLE

上 ： ケニアで簡易トイレを提供するとともに、衛生指
導を行う（LIXIL）。
下 ： 第3回ジャパンSDGsアワード表彰式。中央は、
内閣総理大臣賞を受賞した福岡県北九州市にあ
る魚町銀天街のSDGsプロジェクトの代表（写真提
供 ： 内閣広報室）。
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開催中~8月31日（月）

世界の保健医療を
体験しよう！

JICA北海道（帯広）

8月21日（金）~24日（月）
道産子ボランティアが見た途上国
JICA北海道（札幌）

　道庁本庁舎において、海外
協力隊の写真パネル展を開催す
る。北海道にゆかりのある隊員た
ちが、世界各国で実際に見てき
た風景や自身の活動の様子を紹
介。隊員たちの目を通して、世界
のさまざまな姿をのぞいてみよう!

◦JICA海外協力隊パネル展
会期 ： 2020年8月21日（金）～24日（月）
 9:30～17:00
会場 ： 北海道庁本庁舎1階ロビー
 北海道札幌市中央区北3条西6丁目

入場無料、事前申し込み不要。
詳細はJICA北海道（札幌）まで。

詳細はこちら

　世界の人口の約半分が基礎的な保健医
療サービスを利用できず、今なお多くの人々が
予防可能な病気で命を落としている。JICA北
海道（帯広）では、健康や医療、衛生に関す
る世界の現状や課題と、その解決に向けた

JICAの取り組みを写真やパネルで紹介してい
る。ガーナにある野口記念医学研究所が作成
したすごろくも用意。文字が読めない人にも衛
生的な行動と健康の関係がわかるようになっ
ており、遊びながら理解を深めることができる。

◦特別展示「保健医療×JICA」
会期：開催中～2020年8月31日（月）
 7:00～22:00（展示内の映像は10:00～16:00まで）
会場：JICA北海道（帯広）1階ロビー　北海道帯広市西20条南6-1-2

入場無料、事前申し込み不要。
詳細はJICA北海道（帯広）まで。

詳細はこちら

9月5日（土）オランダ人講師による国際理解講座
JICA九州（オンライン）

SPECIAL MUSIC

沖縄から元気を！ 世界に向けた歌を配信
　新型コロナの影響で活動中止を余儀なくされ
帰国している沖縄の協力隊員たちが、世界を元
気づけようとユーチューブで歌を配信した。沖縄

県出身の音楽家、喜納昌吉さんの代表曲である
「花～すべての人の心に花を」を数十か国語
で歌い、三線など楽器でも演奏をしている。

詳細はこちら

本の新着情報

　深刻な環境問題に対して、スウェーデンの環境活
動家グレタ・トゥーンベリさんや世界の子どもたちが、自
身の未来のために声を上げている。本書は、温暖化
や生物多様性の危機、海洋プラスチック、食品ロスな
ど、国際社会の中で特に大きな話題となっているもの
を選んで問題点をわかりやすく解説したもの。イラクや
パレスチナなどの紛争地域に直接出向き、環境や平

和、人権などをテーマに発信を続けるジャーナリストの筆
者が、未来をつくる子どもたちに思いを伝える一冊だ。

◦『13歳からの環境問題 
　  「気候正義」の声を上げ始めた若者たち』
志葉 玲 著／かもがわ出版
1,600円（税別）

『13歳からの環境問題
  「気候正義」の声を上げ始めた若者たち』

　1994年、ルワンダでは100日間でおよそ80万も
の人々が虐殺された。その際に大勢の女性たちが
性的暴力を受け、その結果2万人もの子どもたちが
生まれたという事実はほとんど知られていない。母親
たちの多くは、いまだに肉体的、精神的トラウマを抱
え、社会的にも孤立して子どもを育てている。2006
年にジャーナリストのジョナサン・トーゴヴニクさんが、
こうした境遇にある母子30組の写真と、女性へのイ
ンタビューから構成し前著にまとめた『ルワンダ ジェ
ノサイドから生まれて』は世界中の反響を呼んだ。

その続編となる本作では、ふたたび家族のもとを訪
れ、今回は性的被害で生まれた子どもたちにインタ
ビューも行う。12年前と同じ場所で撮られた母子の
写真は、家族みなが負う傷と複雑な葛藤を私たちに
伝えてくれる。

◦『あれから 
　  ─ルワンダ ジェノサイドから生まれて』
ジョナサン・トーゴヴニク（写真・インタビュー）、
竹内万里子（企画、翻訳） 著／赤々舎
3,500円（税別）

『あれから ─ルワンダ ジェノサイドから生まれて』

映画の新着情報

＊新型コロナウイルス等の影響により、イベントの中止や映画の公開延期等の可能性があります。事前に公式サイトなどをご確認ください。

詳細は
p.38へ 前著とセットで読者プレゼント

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

　ホストタウンとは、東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催を契機に、日本の地方自治体が大会参加
国や地域と交流を深める取り組みのこと。JICA
九州でも、音楽や食、伝統舞踊など、相手国の文
化を体験できる交流イベントを開催している。第2
回となる今回は、佐賀県庁で働くオランダ人国際
交流員による国際理解講座を開く。オンラインで
行うため県外からも参加でき、フェイスブック上に
コメントを書き込めば質問のやり取りも可能だ。

◦さがホストタウンおもてなしイベント
日時 ： 2020年9月5日（土）
 10:30～11:30
会場 ： オンライン上  
  （FacebookとZoom併用予定）

参加費無料、要事前申し込み。
詳細はJICA九州まで。
 （ 8月中旬情報公開予定 ）

　本書は、「ペットボトルの水を買うのをやめよう」「世界
各国のことばをひとつずつ覚えよう」など、50個の行動
や目標が「革命」として書かれたイタリアの児童書。『未
来を変える目標 SDGsアイデアブック』の編集者でもあ
る上田壮一さんを日本版監修に迎え、SDGsの観点か
ら読みとく解説も掲載している。各項目には目標を達成
した日付や内容を直接記録できる欄や、その項目に関

連したお薦めの本や映画も紹介しており、楽しみながら
読み進めることができる。

◦『世界を変えるための50の小さな革命』
ピエルドメニコ・バッカラリオ、フェデリーコ・タッディア 著／
アントンジョナータ・フェッラーリ 絵／上田壮一 日本版監修
太郎次郎社エディタス／1,600円（税別）

『世界を変えるための50の小さな革命』

『シリアにて』
　本作は、いまだ解決を見ない戦地シリア
において、内戦から逃れて身を寄せる家族
と隣人一家の緊迫の24時間を描いたフィ
クション作品。撮影の舞台をアパートの一
室に限定し、武器を持たない一般市民の視
点でとらえた映像と、戦闘や兵器の映像を
出さずに聞こえてくる音と住人の反応によっ
て恐怖を伝える演出は、実際に戦地にいる
かのような緊迫感をもたらす。死と隣り合わ
せの日常で、生きる希望をけっして捨てない
家族の姿をリアルに描き、第67回ベルリン
国際映画祭での観客賞をはじめ、数々の映
画祭で18冠を獲得した。

© Altitude100 – Liaison Cinématographique – Minds Meet – Né à Beyrouth Films

◦『シリアにて』
2017年／ベルギー、フランス、レバノン／86分
監督・脚本：フィリップ・ヴァン・レウ
配給：ブロードウェイ
8月22日（土）より岩波ホールほか
全国で順次公開。

詳細はこちら

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

オランダ人国際交流員（中央）。
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◎応募締め切り 2020年9月15日

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名  ●住所  ●電話番号  ●年齢  ●性別（自由回答）  ●職
業  ●本誌を入手した場所  ●面白かった記事  ●本誌へのご意
見・ご感想  ●JICAへのご意見・ご質問  ●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

アンケートのお願い プレゼント
付き

［2020年8月号のプレゼント］
書籍
 『13歳からの環境問題
  「気候正義」の声を
   上げ始めた若者たち』
志葉 玲 著／かもがわ出版
1名様

1

書籍
 『世界を変えるための50の小さな革命』
ピエルドメニコ・バッカラリオ、
フェデリーコ・タッディア 著／
アントンジョナータ・フェッラーリ 絵／
上田壮一 日本版監修／
太郎次郎社エディタス
1名様

3

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
https://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

読者の声

　母と一緒に初めて読んでみました。難しかったけど、面白かったです。貧しい
国が少しでも豊かになれば、世界が少しずつよい方向に変わっていくような気
がしました。これからも頑張ってください!
（山口県／10代／女性）

　各国の水質改善の取り組みがわかりやすく掲載されていました。図書館の
コーナーに水に関するセレクトブックスをおいて、生徒が関心を深めてくれたら
いいなと思います。
（神奈川県／30代／女性）

　日本では災害のあと上水道の復旧は急がれるが、下水道は二の次になって
しまうと聞いたことがあります。今回の特集で、上下水道一連での整備の必
要性がよくわかりました。
（長野県／50代／男性）

6月号「水質改善　より安全に、よりきれいに」を読んで
　本誌を読んで、これからは南アジアが注目される時代だと感じました。日
本の高校生にも、南アジアのように地域の産業に結びついた教育ができ
ないものかと、うらやましくも感じました。
（北海道／20代／男性）

　地球ギャラリーのミャンマーの記事を読んで、どこの国でも受け継がれて
きた伝統はやはりいいなと思いました。込められた人の思いとともにこれか
らも大切にしていきたいです。
（愛知県／50代／女性）

　以前ODA民間モニターでスリランカを訪問したことを思い出しました。大
きな瞳をキラキラさせた人懐っこい子どもたちが懐かしく、また訪れたいです。
（群馬県／50代／男性）

5月号「南アジア　18億人の鼓動」を読んで

 9月号  
特集 デジタル・トランスフォーメーション
　デジタル・トランスフォーメーション（DX）とは、デジタル技術の活用を通じて既存
の社会システムを変革すること。次号ではDXの基礎から国際協力現場での活用ま
で、コロナ禍で重要性が増すDXを紹介します。

次号予告（2020年9月1日発行予定）

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記のうえ、所定の
金額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なり 
　ますので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

書籍
 『ルワンダ ジェノサイドから生まれて』
 『あれから
   ―ルワンダ ジェノサイドから生まれて』
ジョナサン・トーゴヴニク（写真・インタビュー）、
竹内万里子（企画、翻訳）著／赤々舎
2冊セットで1名様

2

AUGUST 2020 No. 83
編集・発行：独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency（JICA）
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp
URL：https://www.jica.go.jp/

制作協力：株式会社 木楽舎
〒104-0044　東京都中央区明石町 11-15
ミキジ明石町ビル 6F 『mundi』編集部
TEL：03-3524-9572　Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi
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 コロナ禍下のアフリカ・ビジネスに協力
スタートアップの現状を知るセミナー開催

JICA PRESS August  2020

　

近
年
ア
フ
リ
カ
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
々
と
生
ま
れ
、

社
会
課
題
解
決
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
。６
月
24
日
、ア
フ

リ
カ
で
新
興
企
業
へ
の
投
資
を

進
め
る
企
業
の
サ
ム
ラ
イ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
ト
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
ア
フ
リ
カ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ＊
1

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
。
現
地

事
情
に
詳
し
い
事
業
者
や
投
資

家
、民
間
企
業
等
か
ら
話
者
が

招
か
れ
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
開
発
部
の

片
井
啓
司
さ
ん
は
、現
在
も
ア

フ
リ
カ
大
陸
内
の
累
積
患
者

数
が
増
加
し
て
い
る
点
に
触
れ
、

「
感
染
拡
大
封
じ
込
め
と
、

人
々
の
命
や
生
活
か
ら
経
済
ま

で
を
守
る
包
括
的
な
対
策
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
」
と
強

調
。
登
壇
し
た
事
業
者
や
投

資
家
は
、電
子
決
済
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
、コ

ロ
ナ
禍
下
で
伸
び
て
い
る
企
業

も
あ
る
が
、総
じ
て
業
績
悪
化

の
流
れ
が
あ
る
と
報
告
し
た
。

片
井
さ
ん
は「
社
会
的
に
意
義

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
、事
業
縮

小
・
事
業
転
換
等
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
る
。そ
う
し
た

企
業
へ
の
投
資
を
、日
本
企
業

と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
強

化
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
平
日
日
中
の
開

催
で
あ
っ
た
が
、民
間
企
業
等

か
ら
約
７
０
０
人
の
参
加
者

が
集
ま
り
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ

た
ア
フ
リ
カ
の
社
会
課
題
解
決

へ
の
高
い
関
心
が
う
か
が
え
た
。

JICA HEADLINE NEWS
│7月 15日│  タイ コロナ後を見据えたサプライチェーン構築をサポート
 産業集積地での水害リスクに備えた研究の成果を、コロナ禍下のリスク管理に生かす。

│7月 3日│  ミャンマー ヤンゴン川の航路標識の整備に無償資金協力
 経済成長に伴う貨物取扱量の増加に対応。ミャンマー国内外を結ぶ物流の効率化を図る。

│7月 1日│  モルドバ 「農業機械・設備近代化事業」に円借款
 中小規模の農業事業体への設備供与で農業生産性の向上に貢献。

社会変革のプレーヤーを日本が支えるニュース深掘り ！
　
ア
フ
リ
カ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
特
徴
は
、社
会
課

題
の
解
決
を
志
す
起
業
家
が
事
業
を
立
ち
上
げ
て
、

医
療
や
金
融
と
い
っ
た
脆
弱
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

補
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
起
業
は
雇
用
や
産
業
の
多

角
化
を
生
み
、貧
困
削
減
や
持
続
的
な
経
済
成
長

の
推
進
に
貢
献
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
も
起

業
家
に
対
す
る
協
力
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、ア
フ
リ
カ
の
経
済
活
動
は
停
滞
し
、事
業
の

ア
イ
デ
ア
を
実
現
で
き
な
く
な
っ
た
起
業
家
や
、運

転
資
金
不
足
に
陥
っ
て
い
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、日
本
の
企
業
や
投
資
家
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
た

め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム＊
2

の
立
ち
上
げ
や
、コ
ロ
ナ
禍

下
に
お
け
る
社
会
変
化
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
発
掘
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
等
を
通
じ
て
、

起
業
家
た
ち
の
成
長
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、日
本
企
業
の
ア
フ

リ
カ
に
対
す
る
距
離
を
縮
め
る
こ
と
も
目
標
の一つ

で
す
。「
ア
フ
リ
カ
は
遠
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、コ
ロ
ナ
の
影

響
で
思
い
が
け
ず
遠
隔
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

会
も
増
え
て
い
ま
す
。も
っ
と
多
く
の
方
に
ア
フ
リ
カ

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

や
勉
強
会
等
、情
報
発
信
の
機
会
を
さ
ら
に
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2008年入構。おもにアフ
リカや中南米地域の民
間セクター開発のための
案件を担当している。「現
地の企業の成長を促進
できるよう、どんどん新しい
ことに取り組みたいと思
います」。

経済開発部

児玉顕彦さん
こだま・あきひこ

2019年8月にJICAがエチオピアで開催したビジネスコンテストの様子。
テーマは「ICTを活用し、社会問題をビジネスとして解決する」。

＊
1 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会
貢

献
を
目
的
と
し
て
新
し
い
事
業
を
行
う

新
興
企
業
。

＊
2 Next Innovation w

ith Japan

（NINJA

）

 JICAのニュース&トピックスをもっと
　   読みたい方はアクセス！

JICA ニュース

 「NINJAビジネスプランコンテスト」の
　　詳細はこちら。
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貧困、環境破壊など世界が直面している問題の根本的
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SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGs）と
JICAの取り組み

わた
しが見つけた
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ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
小
さ
な

島と
う

嶼し
ょ

国
で
す
。
国
土
面
積
に
対
す
る
森
林
の
割
合

が
約
78
パ
ー
セ
ン
ト
と
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し

て
い
る
同
国
で
は
、
外
貨
獲
得
の
手
段
と
し
て
多

く
の
丸
太
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は

伐
採
面
積
の
増
加
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
負
荷
の

増
大
な
ど
の
た
め
に
、
丸
太
の
輸
出
に
依
存
し
た

経
済
か
ら
の
脱
却
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
青
森
県
庁
で
林
業
職
員
と
し
て
勤
務
し
た

経
験
を
生
か
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
同

国
の
森
林
研
究
省
と
と
も
に
、
①
森
林
伐
採
地
域

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
②
伐
採
後
の
再
造
林
、
③
木

材
等
の
加
工
促
進
に
よ
る
持
続
的
な
森
林
資
源
管

理
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
は
認
知
度
の
低
か
っ
た
キ
ノ
コ
や

木
炭
な
ど
の
試
験
生
産
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
利
用

価
値
が
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
細
め
の
丸
太
を

有
効
利
用
し
て
い
く
機
運
を
つ
く
る
工
夫
を
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
木
炭
生
産
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
た
同
僚
職
員
と
と
も
に
同
国
内
の

新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
試
み
を
広

く
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
思
い
出
で
す
。

　

日
本
で
は
、
今
な
お
多
く
の
木
材
を
諸
外
国
か

ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
輸
出
元
と
な
る
異
国
の
地

で
は
ど
の
よ
う
な
開
発
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
木
材
を
使
用
す
る
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
そ
の

樹
木
が
育
つ
森
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
月
の
投
稿（
文
と
写
真
）蝦
名
雄
三
さ
ん

林
業
職
員
と
し
て
青
森
県
庁
に
7
年
間
勤
務
し
た
後
、青
年
海
外
協
力

隊
に
参
加
。ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
森
林
研
究
省
地
方
事
務
所
で
業
務
全
般
へ

の
協
力
や
、森
の
恵
み
を
生
か
し
た
産
品
の
生
産
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。




